
「
環
境
市
場
新
聞
」
が
発

刊
さ
れ
た
20
年
前
か
ら
今
ま

で
、
地
球
温
暖
化
を
取
り
巻

く
世
界
で
は
、
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
最
大
の
転

換
は
京
都
議
定
書
か
ら
パ
リ

協
定
へ
の
移
行
で
し
ょ
う
。

１
９
９
７
年
に
京
都
で
開

催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
と
呼
ば
れ
ま
す

が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
当
事
者
の
会
議

旧
式
設
備
が
入
れ
替
わ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
上
昇
す
る

た
め
、
以
降
の
排
出
量
は
大

幅
に
減
り
ま
す
。
つ
ま
り
政

治
的
駆
け
引
き
で
、
Ｅ
Ｕ
は

あ
ま
り
努
力
し
な
く
て
も
数

値
上
の
排
出
量
を
減
ら
せ
る

年
が
選
択
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
も
強
制

力
の
あ
る
国
際
条
約
の
議
定

書
批
准
に
は
上
院
の
３
分
の

２
の
賛
成
が
必
要
で
あ
り
、

当
初
か
ら
参
加
し
な
い
と
み

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
予

想
通
り
最
終
的
に
は
議
定
書

を
批
准
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
超
す
費
用
が
投
入
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
空
気

の
購
入
に
お
金
を
使
っ
た
と

の
批
判
が
出
た
ほ
ど
で
す
。

京
都
議
定
書
で
削
減
目
標

が
課
さ
れ
た
の
は
全
地
球
の

排
出
量
の
３
割
に
も
満
た
な

い
国
だ
っ
た
の
で
、
最
大
排

出
国
の
中
国
、
急
激
に
排
出

量
を
増
す
イ
ン
ド
、
さ
ら
に

は
ア
メ
リ
カ
が
参
加
し
な
い

制
度
に
は
意
味
が
な
い
と
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
罰
則
を
設
け
ず
各
国
が
自

主
的
に
目
標
値
を
設
定
す
る

パ
リ
協
定
が
２
０
１
５
年
に

そ
ん
な
中
で
日
本
は
１
９

９
０
年
比
６
％
削
減
の
目
標

を
負
い
ま
す
。
結
果
的
に
こ

の
目
標
は
達
成
で
き
た
の
で

す
が
、
そ
れ
は
海
外
の
途
上

国
で
技
術
支
援
し
て
生
み
出

し
た
削
減
量
を
加
算
し
て
可

能
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

先
進
国
が
自
国
技
術
を
使
い

途
上
国
で
削
減
し
た
量
を
、

目
標
達
成
に
利
用
で
き
る
制

度
を
用
い
た
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
中

国
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
を
中
心
に
官
民
で
多
数

の
事
業
が
実
施
さ
れ
１
兆
円

採
択
さ
れ
ま
し
た
（
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
協
定
か
ら
の
離
脱

を
発
表
し
て
い
ま
す
）。

パ
リ
協
定
で
も
、
先
進
国

が
携
わ
っ
た
途
上
国
で
の
削

減
分
を
目
標
達
成
に
利
用
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
途

上
国
と
の
間
で
ど
う
分
配
す

る
か
は
両
国
で
合

意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本

の
省
エ
ネ
技
術
な

ど
を
使
い
海
外
で

削
減
を
進
め
れ
ば
目
標
達
成

が
容
易
に
な
る
で
し
ょ
う
。

政
府
も
途
上
国
で
削
減
を

進
め
る
日
本
企
業
を
制
度
で

後
押
し
し
て
い
ま
す
。
企
業

に
と
っ
て
温
暖
化
問
題
へ
の

取
り
組
み
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
機

会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
電
源
構
成

電
気
を
つ
く
る
と
き
に

利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

種
類
で
分
類
し
た
発
電
設

備
の
割
合
の
こ
と
。
政
府

は
、
ど
の
発
電
手
法
に
重

点
を
置
い
て
そ
の
比
率
を

高
め
て
い
く
の
か
、
閣
議

決
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で
示
す
。

最
新
の
第
７
次
計
画
で

は
、
２
０
４
０
年
度
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
４

〜
５
割
程
度
、
火
力
を
３

〜
４
割
程
度
、
原
子
力
を

２
割
程
度
に
す
る
見
通
し

を
掲
げ
て
い
る
。

▼
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

い
ず
れ
も
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐピ

ー

フ

ァ

ス

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の

一
種
で
、
健
康
へ
の
懸
念

な
ど
か
ら
製
造
や
輸
入
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
物
質
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
「
ピ
ー
フ

ォ
ス
」
と
読
み
ペ
ル
フ
ル

オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
「
ピ
ー

フ
ォ
ア
」
で
ペ
ル
フ
ル
オ

ロ
オ
ク
タ
ン
酸
の
略
語
。

前
者
は
メ
ッ
キ
処
理
剤
や

泡
消
火
薬
剤
、
後
者
は
撥

水
剤
、
界
面
活
性
剤
な
ど

と
し
て
多
く
の
産
業
で
２

０
０
０
年
代
の
初
め
頃
ま

で
利
用
さ
れ
て
い
た
。

規
制
さ
れ
た
今
で
は
原

則
と
し
て
新
た
に
国
内
で

つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
だ
が
分
解
さ
れ
に
く

い
性
質
な
の
で
現
在
も
環

境
中
に
残
留
し
て
い
る
。

と
い
う
意
味
な
の
で
、
生
物

多
様
性
に
関
す
る
国
際
会
議

な
ど
で
も
用
い
ら
れ
ま
す
）

で
合
意
さ
れ
た
の
は
、
先
進

国
が
取
り
組
む
具
体
策
い
わ

ゆ
る
京
都
議
定
書
で
し
た
。

内
容
は
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
２
年
の
間
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
に

上
限
を
設
け
る
こ

と
。
１
９
９
０
年

の
排
出
量
を
基
準

に
し
て
、Ｅ
Ｕ（
欧

州
連
合
）
と
先
進
国
の
排
出

量
に
上
限
を
設
け
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
が
基
準
に
な

っ
た
理
由
は
Ｅ
Ｕ
に
都
合
が

よ
か
っ
た
か
ら
。
そ
の
時
期

は
旧
ソ
連
邦
の
崩
壊
で
中
東

欧
の
国
が
市
場
経
済
国
に
移

行
し
て
い
ま
す
。
共
産
国
の

期間限定
環境市場新聞
バックナンバー
公開中

生
物
多
様
性
条
約
第
16
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
）
が
２
０
２
４
年
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
カ

リ
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
人
数
は
１
万

３
０
０
０
人
超
。
日
本
か
ら
も
各
省
庁

の
関
係
者
が
政
府
代
表
団
と
し
て
出
席

し
た
ほ
か
、
経
団
連
が
24
社
46
人
の
経

営
者
ら
を
派
遣
す
る
な
ど
高
い
関
心
を

集
め
る
国
際
会
議
に
な
っ
た
。

多
く
の
議
題
の
中
で
注
目
を
集
め
た

の
は
遺
伝
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
配
列
情
報

（
Ｄ
Ｓ
Ｉ
）
に
関
す
る
決
議
。
す
で
に

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
、
希
少
植
物
を
利
用
し
て

医
薬
品
な
ど
を
開
発
し
得
ら
れ
た
利
益

は
、
そ
の
自
然
資
源
が
生
息
す
る
国
と

開
発
者
と
で
公
正
に
配
分
す
る
と
い
っ

し
条
約
の
目
的
の
た
め
に
使
う
こ
と
な

ど
が
決
め
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
先
住
民
や
地
域
社
会
の

生
物
多
様
性
保
全
へ
の
参
画
強
化
を
図

る
補
助
機
関
の
設
置
、
国
際
交
流
や
教

育
お
よ
び
普
及
啓
発
に
関
す
る
行
動
計

画
の
採
択
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
と

の
協
力
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
決
定
文
書

の
合
意
と
い
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
。

だ
が
国
際
目
標
（
Ｇ
Ｂ
Ｆ
：Global 

Biodiversity Framework

）
の
進
捗

を
測
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
や
資

た
規
定
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
国
際
ル
ー

ル
）
は
採
択
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ

の
自
然
資
源
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
に
基

づ
く
Ｄ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
の
一
部
を
カ
リ
基
金
と
呼

ば
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
に
拠
出

参
加
人
数
過
去
最
大
規
模

金
動
員
の

合
意
な
ど

は
、
交
渉

が
難
航
し

持
ち
越
し
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
議
題

に
つ
い
て
は
２
０
２
５
年
２
月
に
イ
タ

リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
議
論
を
再
開
し
た
。

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
エ

レ
バ
ン
で
２
０
２
６
年
の
第
４
四
半
期

に
開
催
さ
れ
る
。

こ
こ
に
記
す

内
容
は
10
年
前

に
予
告
し
て
い

た
。
記
憶
に
と

ど
め
る
読
者
が

い
た
ら
望
外
の
喜
び
。「
ひ

と
昔
」
と
も
い
わ
れ
る
長
い

時
間
に
生
じ
た
大
量
の
情
報

に
も
埋
没
し
な
か
っ
た
奇
跡

│
│
そ
れ
は
少
し
オ
ー
バ
ー

か
。
記
載
し
た
の
は
２
０
１

５
年
春
号
の
当
欄
だ
っ
た
。

▼
創
刊
10
周
年
を
迎
え
た
第

40
号
。
号
数
は
今
回
の
ち
ょ

う
ど
半
分
だ
。
予
告
と
い
う

よ
り
言
葉
の
あ
や
の
よ
う
な

感
覚
で
、
は
る
か
先
の
80
号

の
同
じ
場
所
に
は
、
当
時
の

政
府
が
描
い
た
２
０
２
５
年

の
未
来
の
世
界
が
実
現
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し

た
い
と
告
知
し
た
。

▼
２
０
０
７
年
に
政
府
が
閣

議
決
定
し
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
25
」
で
示
す
科
学
技
術

の
将
来
像
に
は
、
二
酸
化
炭

素（
Ｃ
Ｏ
２

）を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
走
る
自
動
車
、
掃
除
や

洗
濯
な
ど
を
こ
な
す
一
家
に

１
台
の
家
事
ロ
ボ
ッ
ト
、
砂

漠
を
緑
地
化
す
る
バ
イ
オ
技

術
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

は
周
囲
を
見
る
限
り
ま
だ
完

全
な
実
現
は
難
し
そ
う
だ
。

と
は
い
え
悲
観
は
無
用
で
、

予
想
外
の
新
し
い
何
か
に
よ

っ
て
社
会
は
劇
的
に
変
わ
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。

▼
覚
え
て
お
く
だ
け
な
の
で

特
段
の
負
担
を
強
い
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
い
が
10
年
越
し

の
約
束
は
守
れ
た
。
い
や
、

記
憶
力
以
外
に
も
必
要
な
も

の
は
あ
っ
た
。
休
ま
ず
定
期

的
に
年
４
回
サ
イ
ク
ル
で
発

行
を
継
続
し
て
き
た
こ
と

だ
。
10
年
プ
ラ
ス
10
年
で
20

年
。
次
の
節
目
に
は
１
０
０

号
が
控
え
て
い
る
。

2025年冬季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
４
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
オ
ン
シ
ツ
（
温

室
）」が
正
解
。今
回
も
、

８
面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル

を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

無 料

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション

２
〈
新
連
載
〉
関
連
用
語
も
っ
と
知
る
電
力
リ
テ
ラ
シ
ー

「
電
気
事
業
者
」
７
つ
に
分
類
さ
れ
る
電
力
関
連
の
業
態

４
〈
新
連
載
〉
レ
ポ
ー
ト
環
境
教
育
の
現
場
か
ら
【
井
の
頭
自
然
文
化
園
】

〝
生
き
物
っ
て
面
白
い
〞

５
企
業
と
電
気
を
つ
な
ぐ
技
術
者
を
た
ず
ね
て
【
大
越
則
雄
さ
ん
】

働
き
方
を
選
べ
る
の
が
い
い

５
日
本
テ
ク
ノ
社
員
群
像
【
佐
々
木
正
己
／
伊
藤
祐
作
】

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
新
モ
デ
ル
誕
生
・
約
４
年
を
費
や
し
た
開
発
の
経
緯

連
載
記
事
ほ
か

■
〈
新
連
載
〉
国
立
公
園
を
歩
く

４

日
本
の
誇
る
豊
か
な
自
然
保
護
と
利
用
を
推
進
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■
周
年
記
念
特
別
企
画
第
２
弾

３

創
刊
20
周
年
環
境
市
場
新
聞

答えは「オンシツ」
（温室）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

温
暖
化
問
題
20
年
国
際
ル
ー
ル
の
移
行

解析情報からの利益にルール
生物多様性条約第16回締約国会議

常葉大学名誉教授 山本隆三

識者コラム

最新
エネルギー市場
展望・課題

す
る
た
め
の
承
認
、
報
告
、

登
録
簿
な
ど
に
つ
い
て
の
細

目
を
決
定
し
、
こ
れ
を
規
定

す
る
パ
リ
協
定
６
条
の
完
全

運
用
が
実
現
し
た
。
炭
素
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
は
政
府
や

企
業
の
削
減
目
標
達
成
に
役

立
て
ら
れ
る
。

自
然
災
害
と
い
っ
た
気
候

変
動
が
招
く
影
響
に
適
応
し

て
い
く
た
め
の
世
界
目
標
で

は
、
指
標
づ
く
り
に
お
い
て

専
門
家
が
技
術
的
な
作
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
合

意
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
や

認
識
し
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
気

候
変
動
に
関
す
る
リ
マ
作
業

計
画
」
の
10
年
延
長
を
決
め

た
。
計
画
の
一
定
の
進
捗
を

認
め
な
が
ら
、
よ
り
強
化
し

た
実
施
を
目
指
し
て
い
く
。

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
の
開
催
地

は
、
か
つ
て
地
球
サ
ミ
ッ
ト

が
開
か
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
。
そ

の
北
部
に
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
地

域
の
ベ
レ
ン
で
２
０
２
５
年

11
月
に
行
わ
れ
る
予
定
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
の
立
ち
上

げ
も
決
定
し
て
い
る
。
た
だ

損
失
と
損
害
（
ロ
ス
＆
ダ

メ
ー
ジ
）
に
つ
い
て
の
内
容

や
、
自
主
的
に
設
定
す
る
各

国
の
排
出
削
減
目
標
（
Ｎ
Ｄ

Ｃ
）
を
５
年
ご
と
に
評
価
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク

テ
イ
ク
に
関
し
て
は
、
次
回

に
議
論
を
持
ち
越
し
た
。

ま
た
こ
の
会
議
で
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
重
要
性
を
再

的
と
し
た
国
連
の
条
約
。
１

９
９
２
年
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開

か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、

日
本
を
含
む
１
５
０
カ
国
以

上
が
署
名
し
、
１
９
９
４
年

３
月
に
発
効
し
た
。

１
９
９
５
年
以
降
、
条
約

締
約
国
が
集
ま
る
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
）
が
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ

れ
京
都
議
定
書
や
パ
リ
協
定

は
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
。

  

国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る
、
つ

ま
り
地
球
温
暖
化
を
で
き
る

限
り
食
い
止
め
る
こ
と
を
目

Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
29
回
締
約
国
会
議

途
上
国
支
援
年
間
3000
億
㌦
で
合
意

緑
の
都
市
づ
く
り
指
針
示
す

め
る
た
め
、
目
標
や
方
向
性

を
示
そ
う
と
つ
く
ら
れ
た
基

本
方
針
。
全
体
目
標
に
掲
げ

た
将
来
あ
る
べ
き
姿
は
「
人

と
自
然
が
共
生
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
小
さ
く
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
感
で
き
る

緑
豊
か
な
都
市
」
と
し
た
。

緑
地
保
全
や
緑
化
推
進
の

意
義
に
は
気
候
変
動
対
策
、

生
物
多
様
性
確
保
、
歴
史
や

正
都
市
緑
地
法
が
施
行
さ
れ

た
。
改
正
法
は
国
土
交
通
大

臣
に
取
り
組
み
の
基
本
方
針

を
示
す
よ
う
求
め
て
お
り
、

同
年
12
月
「
都
市
に
お
け
る

緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
」（
緑
の
基
本
方
針
）
が

策
定
、
公
表
さ
れ
た
。

緑
地
の
重
要
性
や
必
要
性

を
踏
ま
え
た
都
市
政
策
を
進

都
市
の
緑
地
が
持
つ
幅
広

い
環
境
保
全
機
能
の
拡
充
や

世
界
各
国
に
比
べ
充
実
度
が

低
い
状
況
の
改
善
な
ど
を
目

指
し
２
０
２
４
年
11
月
、
改

文
化
の
形
成
と
い
っ
た
多
様

な
要
素
が
あ
り
、
緑
地
へ
の

期
待
は
国
内
外
で
一
層
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
記
し
た
。

実
現
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
都
道
府
県
は
「
緑
の
広

域
計
画
」、
市
町
村
は
「
緑

の
基
本
計
画
」
を
そ
れ
ぞ
れ

策
定
し
、
計
画
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
実
施
す
る
。国
は
、

そ
れ
ら
自
治
体
の
計
画
策
定

の
支
援
、
公
的
な
緑
地
確
保

の
推
進
、
関
連
す
る
制
度
の

活
用
や
整
備
で
民
間
緑
地
の

保
全
・
創
出
を
促
進
す
る
な

ど
の
施
策
を
行
う
。

国
交
省
基
本
方
針
を
策
定

発
電
電
力
量
は
同
１
・
６

％
減
で
、
そ
の
非
化
石
発
電

比
率
は
東
日
本
大
震
災
以
降

初
め
て
３
割
を
超
え
31
・
４

％
に
ま
で
上
が
っ
た
。
電
源

構
成
は
、
再
エ
ネ
（
水
力
を

含
む
）
＝
22
・
９
％
、
原
子

力
＝
８
・
５
％
、
火
力
（
バ

イ
オ
マ
ス
を
除
く
）
＝
68
・

６
％
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

も
大
震
災
以
降
最
高
の
15
・

２
％
に
な
っ
た
。

＝
０
・
６
％
減
だ
っ
た
。

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供

給
で
は
、
化
石
燃
料
が
前
年

度
比
７
・
０
％
減
の
一
方
、

４
・
０
％
減
、
石
油
＝
２
・

９
％
減
、
電
力
＝
２
・
５
％

減
。
部
門
別
で
は
企
業
・
事

務
所
他
＝
３
・
５
％
減
（
う

ち
製
造
業
は
３
・
７
％
減
）、

家
庭
＝
４
・
４
％
減
、
運
輸

降
の
最
小
を
更
新
す
る
同

４
・
８
％
減
（
９
・
２
億
㌧
）

だ
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
最
終
消

費
の
前
年
度
比
は
、
都
市
ガ

ス
＝
４
・
１
％
減
、
石
炭
＝

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

前
年
度
比
３
・
０
％
減
、
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供
給
は

同
４
・
１
％
減
、エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
は
１
９
９
０
年
度
以

水
力
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が
11
年

連
続
で
増
加
し
非
化
石
燃
料

は
同
10
・
６
％
増
に
な
っ
た
。

非
化
石
発
電
比
率
３
割
超
に

２
０
２
３
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
速
報

経
済
産
業
省
の
外
局
で
あ
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
２
０
２
４
年
11
月
、
２
０
２
３
年

度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
（
速
報
）
を
公
表
し
た
。
前
年
度
比
の
需
要
供
給
の
動
向
や

非
化
石
の
比
率
が
伸
び
た
電
源
構
成
（
左
欄
用
語
解
説
）
の
内
容
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。

発電電力量に占める非化石発電の割合（％）

※経済産業省発表資料をもとに作成。

「緑の基本方針」の主なポイント

至
っ
た
。
こ
の
協
議
が
難
航

し
た
た
め
会
期
は
予
定
よ
り

２
日
延
長
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
２
０
３
５
年
ま
で
に

官
民
を
合
わ
せ
た
世
界
全
体

で
の
途
上
国
向
け
支
援
を
、

少
な
く
と
も
年
間
１
兆
３
０

０
０
億
㌦
ま
で
拡
大
さ
せ
る

た
め
、
す
べ
て
の
当
事
者
が

協
力
し
て
取
り
組
む
と
い
う

目
標
も
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
先

送
り
に
さ
れ
て
き
た
炭
素
ク

レ
ジ
ッ
ト
売
買
に
関
す
る
市

場
創
設
の
国
際
ル
ー
ル
も
合

意
さ
れ
た
。
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

途
上
国
向
け
の
資
金
拠
出

額
の
目
標
は
こ
れ
ま
で
年
間

１
０
０
０
億
㌦
だ
っ
た
が
、

そ
れ
を
２
０
３
５
年
ま
で
に

３
倍
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
で

各
国
が
合
意
し
た
。

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
こ

の
増
額
幅
を
ど
れ
だ
け
の
規

模
に
す
る
か
が
大
き
な
争
点

に
な
っ
て
い
た
。
当
初
の
提

示
額
に
対
す
る
途
上
国
か
ら

の
反
発
や
先
進
国
か
ら
の
増

額
提
案
な
ど
を
経
て
決
着
に

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
を
話
し
合
う
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
29
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
）
が
２
０
２
４

年
11
月
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
気
候
資
金
に
関
す
る
「
新
規
合
同
数
値
目
標
」
で
は
、
途

上
国
に
向
け
た
先
進
国
な
ど
か
ら
の
支
援
を
少
な
く
と
も
年
間
３
０
０
０
億
㌦
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

オ 　 ゴ エ ツ
ト ウ ミ ン
シ ー 　 ジ サ
ダ ル マ 　 シ
マ 　 ツ ボ ミ

都市緑化の推進には、気候変動対策、生物多様
性確保、歴史や文化の形成、美しい景観の創出と
いった多様な意義がある。

全体目標として掲げる将来あるべき姿は「人と自
然が共生し、環境への負荷が小さく、ウェルビー
イングが実感できる緑豊かな都市」。

国は都道府県と市町村に対して計画策定などを
支援し取り組みの促進を図る。

都道府県は「緑の広域計画」を策定し、計画に基
づく取り組みを実施する。

市町村は「緑の基本計画」を策定し、計画に基づ
く取り組みを実施する。
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（
年
度
）

非化石発電比率

再エネ発電比率

ＣＯＰ２９の主な合意内容

途上国向けの気候変動対策のための支
援目標を、２０３５年までにこれまでの年
間１０００億ドルから３倍の３０００億ドル
に引き上げる。

２０３５年までに官民を合わせた世界全
体での途上国向け支援を、少なくとも年
間１兆３０００億ドルまで拡大させるため
すべての当事者が協力して取り組む。

炭素クレジットの売買に関する国際的ル
ールが決定。温室効果ガスの排出削減量
を取引できるため、政府や企業は削減目
標達成に役立てられる。

気候変動が招く影響に適応していくため
の世界目標について、ロードマップ策定
やハイレベル対話の立ち上げを決定。

「ジェンダーと気候変動に関するリマ作
業計画」の１０年延長。実施強化の必要
性を確認。

（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 春季　第80号　【季刊】
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２
０
２
４
年
平
均
気
温
過
去
最
高

世
界
も
単
年
で
パ
リ
協
定
１・５
℃
を
超
過

万
博
会
場
で
デ
ジ
タ
ル
熱
中
症
対
策

蓄
積
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
（
実
際
の
計
測
値
な

ど
を
も
と
に
仮
想
空
間
で
現
実
の

環
境
を
再
現
す
る
こ
と
）
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
国
土
交
通
省
は

２
０
２
５
年
１
月
、
大
阪
・
関
西

万
博
で
仮
想
モ
デ
ル
の
会
場
を
使

っ
た
熱
中
症
リ
ス
ク
の
高
解
像
度

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
発

表
し
た
。
そ
の
解
析
結
果
は
、
万

博
を
運
営
す
る
協
会
に
自
動
送
信

し
、
協
会
は
受
け
た
情
報
を
熱
中

症
対
策
に
役
立
て
る
。

利
用
す
る
の
は
暑
さ
指
数
。
昨

年
夏
に
行
っ
た
現
地
実
験
で
は
通

路
よ
り
も
建
物
裏
の
ほ
う
が
暑
さ

指
数
は
高
く
な
る
と
い
っ
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
出
た
。
実

際
の
計
測
結
果
も
そ
の
傾
向
は
一

致
し
て
い
た
が
数
値
の
詳
細
に
は

ズ
レ
が
あ
り
、
今
後
精
度
を
向
上

さ
せ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

水
道
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
超
過
な
し

環
境
省
と
国
土
交
通
省
は
２
０

２
４
年
12
月
、
環
境
残
留
性
や
健

康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
１
面
用

語
解
説
参
照
）
に
つ
い
て
水
道
に

お
け
る
水
質
調
査
の
結
果
を
公
表

し
た
。
ま
と
め
た
期
間
は
２
０
２

０
年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
の
９

月
末
時
点
ま
で
。

健
康
へ
の
悪
影
響
が
な
い
と
さ

れ
る
暫
定
目
標
値
（
１
㍑
当
た
り

50
ナ
ノ
㌘
）を
超
過
し
た
事
業（
自

家
用
水
道
な
ど
の
専
用
水
道
を
除

く
水
道
事
業
等
）
は
、
２
０
２
０

年
度
に
は
11
あ
っ
た
が
、
年
度
を

追
う
ご
と
に
５
、
４
、
３
と
減
少

し
、
２
０
２
４
年
度
は
ゼ
ロ
に
な

っ
た
。
こ
の
目
標
値
以
下
の
水
道

水
に
よ
る
給
水
人
口
の
割
合
は
全

体
の
98
・
２
％
に
な
る
。

今
後
、
目
標
値
超
過
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
水
道
事
業
者
な
ど
が

速
や
か
に
適
切
な
対
応
を
図
る
よ

う
両
省
が
働
き
か
け
て
い
く
。

恵
方
巻
き
ロ
ス
削
減
を
呼
び
か
け

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
を
踏
ま

え
需
要
に
見
合
っ
た
季
節
食
品
の

販
売
を
呼
び
か
け
て
い
る
農
林
水

産
省
は
２
０
２
４
年
12
月
、
２
０

２
５
年
の
節
分
に
販
売
さ
れ
る
恵

方
巻
き
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む
事

業
者
を
募
集
し
た
。
農
水
省
提
供

の
啓
発
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
予
約

販
売
、
精
緻
化
し
た
需
要
予
測
で

の
販
売
計
画
策
定
、
売
れ
行
き
に

応
じ
た
値
下
げ
時
間
の
前
倒
し
な

ど
を
行
う
食
品
小
売
事
業
者
を
、

節
分
前
１
月
24
日
ま
で
の
期
間
で

募
っ
た
。

応
募
者
は
、
そ
の
活
動
内
容
と

と
も
に
農
水
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
さ
れ
た
。
今
回
は
全
国
展

開
す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ほ
か
各
地
方
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
１
０
０
事
業
者
が
参
加
し
た
。

続
い
て
公
表
し
た
世
界
の
年

平
均
気
温
も
平
年
を
０
・
62

℃
上
回
っ
て
１
８
９
１
年
以

来
最
も
高
く
、
国
内
同
様
に

２
年
連
続
の
記
録
更
新
に
な

来
１
位
の
高
温
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
こ
れ
は
平
年
プ

ラ
ス
１
・
29
℃
を
記
録
し
た

２
０
２
３
年
を
超
え
２
年
連

続
の
最
高
値
更
新
だ
っ
た
。

月
、
２
０
２
４
年
の
日
本
の

平
均
気
温
が
平
年
（
１
９
９

１
〜
２
０
２
０
年
の
30
年
平

均
値
）
を
１
・
48
℃
上
回
り
、

１
８
９
８
年
の
統
計
開
始
以

２
０
２
４
年
は
観
測
史
上

最
も
暑
い
１
年
だ
っ
た
と
、

日
本
や
世
界
の
関
係
機
関
が

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

気
象
庁
は
２
０
２
５
年
１

っ
て
い
る
。

気
象
庁
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
世
界
気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
も
２
０
２
４
年

の
世
界
の
平
均
気
温
が
産
業

革
命
前
の
水
準
を
１
・
55
℃

上
回
っ
た
と
発
表
し
た
。
日

本
の
気
象
庁
、
欧
州
中
期
予

報
セ
ン
タ
ー（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｗ
Ｆ
）

な
ど
の
６
つ
の
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
分
析
し
た
結
果
。
気

候
変
動
対
策
の
国
際
的
ル
ー

ル
で
あ
る
パ
リ
協
定
の
目
標

１
・
５
℃
を
単
年
と
し
て
初

め
て
超
え
た
。

Ｅ
Ｕ
の
気
象
情
報
機
関

「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動

サ
ー
ビ
ス
」
も
同
時
期
に
発

表
を
行
い
、
２
０
２
４
年
の

世
界
平
均
気
温
は
15
・
１
℃

だ
っ
た
と
し
た
。
こ
れ
は
前

年
を
０
・
12
℃
上
回
る
１
８

５
０
年
以
降
の
最
高
値
で
、

産
業
革
命
前
の
水
準
か
ら
は

１
・
６
℃
高
い
と
い
う
。

パ
リ
協
定
の
目
標
は
単
年

の
数
値
で
は
な
く
20
年
ほ
ど

の
平
均
で
判
断
す
る
と
さ
れ

る
が
、
今
回
の
超
過
は
各
界

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

eco topicseco topics
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
国
土
交
通
省
は
２
０
２
４
年
12
月
、「
道
路
分

野
の
脱
炭
素
化
政
策
集Ver.1.0

」
を
取
り
ま
と
め

た
。
国
の
直
轄
道
路
で
は
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比

で
約
７
割
削
減
す
る
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
。

基
本
的
な
政
策
の
柱
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
た
め
の
充
電
器
の
設
置
促
進
や

走
行
中
給
電
技
術
の
開
発
な
ど
を
進
め
る
「
道
路
交

通
の
グ
リ
ー
ン
化
を
支
え
る
道
路
空
間
の
創
出
」、

自
転
車
の
利
用
促
進
や
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
利

用
環
境
整
備
と
い
っ
た
「
低
炭
素
な
人
流
・
物
流
へ

の
転
換
」
な
ど
４
項
目
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
道
路
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
電
力
調
達
割
合
を
見
直
す
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
へ
の
低
炭
素
な

材
料
の
導
入
促
進
な
ど
６
つ
の
施
策
を
ま
と
め
て
い

る
。２
０
３
０
年
度
の
目
標
も
細
か
く
示
し
て
お
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
で
は
11
・
８
％
（
２
０
１
３
年
度
）
だ

っ
た
国
直
轄
道
路
で
１
０
０
％
を
目
指
す
。

電
気
を
つ
く
る
、
送
電

線
な
ど
を
通
し
て
搬
送
す

る
、
利
用
す
る
人
（
需
要

家
）
に
販
売
す
る
、
と
い

っ
た
事
業
を
行
う
の
が
電

気
事
業
者
だ
。
電
力
関
連

の
営
為
に
つ
い
て
基
本
的

事
項
を
定
め
る
電
気
事
業

法
（
電
事
法
）
で
は
、
こ

れ
を
７
つ
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
を
定
義
し
て
い

る
。
つ
ま
り
そ
の
７
者
を

総
称
す
る
の
が
「
電
気
事

業
者
」
に
な
る
。

電
事
法
記
載
の
順
に
、

そ
の
分
類
を
見
て
い
く
。

①
小
売
電
気
事
業
者

一
般
の
需
要
に
応
じ
て

電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を

小
売
供
給
と
い
い
、
そ
れ

を
事
業
と
し
て
営
む
企
業

を
指
す
。「
小
売
り
」
と

は
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
よ
う

に
消
費
者
に
直
接
商
品
を

販
売
す
る
こ
と
。
そ
れ
と

同
様
に
需
要
家
に
対
し
て

直
接
電
気
を
販
売
す
る
の

⑤
特
定
送
配
電
事
業
者

大
規
模
ビ
ル
や
工
場
な

ど
特
定
の
供
給
地
点
で
小

売
電
気
事
業
者
な
ど
に
電

気
を
供
給
す
る
企
業
。
鉄

鋼
会
社
や
鉄
道
会
社
の
送

電
部
門
な
ど
が
こ
れ
に
当

た
る
。
事
業
は
届
出
制
。

⑥
発
電
事
業
者

火
力
、
水
力
な
ど
の
設

備
を
用
い
て
一
般
送
配
電

事
業
者
や
小
売
電
気
事
業

者
な
ど
に
向
け
電
気
を
つ

く
る
企
業
。
供
給
す
る
電

力
の
合
計
が
１
万
㌔
㍗
超

な
ど
要
件
が
あ
り
、
小
規

模
な
家
庭
用
太
陽
光
発
電

に
よ
る
売
電
は
発
電
事
業

に
は
該
当
し
な
い
。

⑦
特
定
卸
供
給
事
業
者

小
規
模
太
陽
光
発
電
や

節
電
さ
れ
た
電
気
を
集
約

し
て
小
売
電
気
事
業
者
な

ど
に
供
給
す
る
ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
企

業
。
こ
の
事
業
制
度
は
２

０
２
２
年
に
始
ま
っ
た
。

現
在
、
電
気
事
業
者
は

以
上
の
７
区
分
で
規
定
さ

れ
て
い
る
。以
前
は
発
電
、

送
配
電
、
小
売
り
と
い
う

一
連
の
事
業
を
１
エ
リ
ア

１
社
で
ほ
ぼ
独
占
す
る
形

態
だ
っ
た
が
、
電
力
自
由

化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

の
動
き
に
見
合
う
制
度
へ

と
変
化
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
ス
ギ

雄
花
の
花
芽
を
観
測
し
林
野
庁
の

情
報
と
合
わ
せ
て
公
表
し
て
い
る

環
境
省
は
２
０
２
４
年
12
月
、
同

年
11
月
か
ら
行
っ
て
い
た
調
査
結

果
を
取
り
ま
と
め
た
。
芽
に
蓄
え

ら
れ
た
花
粉
（
着
花
量
）
は
、
全

国
的
な
傾
向
と
し
て
例
年
（
過
去

10
年
平
均
）
に
比
べ
や
や
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

た
だ
地
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
特
に
多
か
っ
た
の
は
近

畿
地
方
で
、
京
都
府
が
５
６
４
％

（
例
年
比
、
以
下
同
じ
）、
大
阪
府

が
４
９
２
％
、
奈
良
県
が
４
３
０

％
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
少
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
東
北
地
方
で
、

山
形
県
が
25
％
、
青
森
県
と
岩
手

県
が
26
％
だ
っ
た
。
同
様
に
東
京

都
も
少
な
く
71
％
。
や
や
多
か
っ

た
の
は
鳥
取
県
の
１
５
１
％
を
含

む
中
国
地
方
だ
っ
た
。

春
に
飛
散
す
る
花
粉
の
量
は
、

前
年
秋
の
ス
ギ
雄
花
の
着
花
量
が

ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
確
認
す
れ
ば

予
測
で
き
る
。
こ
の
調
査
は
、
ス

ギ
の
少
な
い
沖
縄
県
を
除
く
46
都

道
府
県
で
目
視
観
測
し
た
も
の
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
予
測
精
度

向
上
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
観

測
地
点
の
詳
細
情
報
も
公
表
し
て

い
る
。

芽に蓄えた花粉 例年の５倍の地域も
レ
ス
ポ
ン
ス
）活
動
も
推
進
す
る
。

需
給
の
逼
迫
時
に
無
理
の
な
い
節

電
を
要
請
す
る
「
下
げ
Ｄ
Ｒ
」
と
、

再
エ
ネ
発
電
量
が
過
剰
に
な
る
と

き
電
気
の
積
極
使
用
を
依
頼
す
る

「
上
げ
Ｄ
Ｒ
」。
そ
れ
ぞ
れ
を
実
施

す
る
時
間
帯
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
わ

か
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
事
業
展
開
に

も
中
小
企
業
を
支
え
る
存
在
で
あ

り
た
い
と
の
思
い
が
あ
る
。
そ
れ

が
後
継
者
不
在
な
ど
で
事
業
承
継

問
題
を
抱
え
る
お
客
様
向
け
の
Ｍ

＆
Ａ
事
業
参
入
に
つ
な
が
っ
た
。

何
と
か
し
て
廃
業
や
解
散
を
避
け

存
続
し
て
ほ
し
い
。
譲
渡
側
と
譲

受
側
の
双
方
に
と
っ
て
最
善
の
方

策
を
と
も
に
考
え
、
事
業
を
絶
や

す
企
業
を
１
社
で
も
少
な
く
す
る

た
め
力
を
注
い
で
い
る
。

日
本
テ
ク
ノ
が
設
立
し
て
２
０

２
５
年
４
月
で
30
年
。
当
初
５
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
が
、
従
業

員
１
５
０
０
人
超
、
日
本
テ
ク
ノ

協
力
会
・
日
電
協
会
員
１
５
０
０

人
超
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
３
０
０

０
人
を
超
え
る
組
織
に
な
っ
た
。

環
境
市
場
新
聞
は
当
社
の
事
業

そ
の
も
の
が
環
境
保
全
に
つ
な

が
る
こ
と
を
周
知
し
よ
う
と
２

０
０
５
年
７
月
に
自
社
媒
体
と
し

て
刊
行
し
た
。
電
力
業
界
の
動
向

な
ど
も
加
え
て
発
信
を
続
け
今

案
件
ご
と
に
異
な
る
最
善
の
方

策
を
探
っ
て
い
く
ス
タ
ン
ス
は
省

エ
ネ
活
動
支
援
で
培
っ
て
き
た
。

事
業
内
容
、
従
業
員
数
、
設
備
状

況
な
ど
で
変
わ
る
省
エ
ネ
対
策
は

各
事
業
場
で
独
自
の
も
の
に
な

る
。
そ
れ
を
お
客
様
と
と
も
に
考

え
、
具
体
化
す
る
手
伝
い
を
長
年

続
け
て
き
た
の
だ
。「
見
え
る
化
」

で
省
エ
ネ
活
動
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、
そ
の
う
え
で
定
期
的
な
接
触

を
保
ち
ユ
ー
ザ
ー
に
寄
り
添
う

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
１
社
１
社
の

お
客
様
を
支
え
、
と
も
に
成
長
し

た
い
と
の
願
い
は
30
年
変
わ
ら
ず

持
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
手
放

す
つ
も
り
は
な
く
、
そ
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
次
の
30
年

や
持
続
可
能
な
未
来
を
約
束
し
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

中小企業を支える存在として
ともに成長していきたい

供
し
て
き
た
。
夜
間
に
停
電
事
故

が
発
生
し
て
も
可
能
な
限
り
翌
営

業
日
に
は
事
業
が
再
開
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

電
気
使
用
状
況
の「
見
え
る
化
」

に
も
取
り
組
ん
だ
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
モ
ニ

タ
ー
画
面
で
省
エ
ネ
目
標
に
対
す

る
進
捗
状
況
を
表
示
し
た
。
一
目

で
判
断
で
き
る
の
で
、
社
員
だ
け

で
な
く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
で

も
無
駄
な
電
気
を
消
す
タ
イ
ミ
ン

グ
が
わ
か
り
省
エ
ネ
活
動
が
進

む
。
さ
ら
に
壁
掛
け
時
計
に
電
気

の
使
用
状
況
を
示
す
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
開
発
し
、
事
業
場

全
体
の
省
エ
ネ
意
識
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
。

電
力
需
給
の
安
定
化
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
有

効
活
用
を
促
す
Ｄ
Ｒ
（
デ
マ
ン
ド

環境省 スギ雄花花芽調査

年
20
年
に
な
る
。
こ
のTechno's 

Thinking

も
２
０
１
０
年
夏
号
か

ら
の
連
載
で
15
年
を
数
え
る
。

こ
の
節
目
が
重
な
る
機
に
、
あ

ら
た
め
て
当
社
事
業
と
そ
こ
に
あ

る
思
い
を
ま
と
め
て
み
る
。

全
国
で
約
７
万
件
あ
る
お
客
様

の
多
く
は
高
圧
の
電
気
を
使
う
中

小
企
業
だ
。
自
社
業
務
に
熟
練
す

る
人
材
は
い
て
も
電
気
の
専
門
家

が
在
籍
す
る
事
業
所
は
少
な
い
。

そ
れ
で
も
高
圧
受
変
電
設
備
を
使

用
し
て
い
れ
ば
、
資
格
を
持
つ
電

気
主
任
技
術
者
の
点
検
義
務
が
あ

り
、
安
全
管
理
の
責
任
も
あ
る
。

日
本
テ
ク
ノ
は
こ
の
点
検
業
務

に
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
補
完
し
、
停

電
・
漏
電
・
ト
ラ
ン
ス
温
度
監
視
・

瞬
時
電
圧
低
下
を
24
時
間
遠
隔
監

視
す
る
こ
と
で
安
全
と
安
心
を
提

国
交
省
直
轄
道
路
で
排
出
量
７
割
減
「
道
路
分
野
の
脱
炭
素
化
政
策
集
」
公
表

が
小
売
電
気
事
業
者
だ
。

②
一
般
送
配
電
事
業
者

送
配
電
設
備
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
保
有
し
、
発
電

所
か
ら
の
電
気
を
、
使
用

す
る
場
所
ま
で
送
り
届
け

る
企
業
。
電
力
自
由
化
に

よ
り
、
か
つ
て
の
大
手
電

力
会
社
の
送
配
電
部
門
が

分
離
・
独
立
し
た
事
業
の

形
態
だ
。
全
国
で
10
企
業

が
各
エ
リ
ア
の
送
配
電
を

担
っ
て
い
る
。

③
送
電
事
業
者

一
般
送
配
電
事
業
者
に

対
し
て
電
気
を
振
替
供
給

す
る
企
業
。
振
替
供
給
と

は
受
け
入
れ
た
も
の
と
同

じ
量
の
電
力
を
、
そ
の
ま

ま
ほ
か
の
場
所
に
、
中
継

ぎ
の
よ
う
に
供
給
す
る
こ

と
。
２
０
２
５
年
１
月
時

点
で
、
こ
れ
に
相
当
す
る

の
は
計
３
社
で
、
電
源
開

発
送
変
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

株
式
会
社
な
ど
が
あ
る
。

④
配
電
事
業
者

市
町
村
単
位
な
ど
特
定

の
区
域
内
で
一
般
送
配
電

事
業
者
の
設
備
を
借
り
受

け
る
な
ど
し
て
電
気
を
供

給
す
る
企
業
。
２
０
２
２

年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
、
該
当
す
る
事
業
者
と

し
て
認
可
さ
れ
た
企
業
は

ま
だ
な
い
（
２
０
２
４
年

末
時
点
）。

年平均気温偏差（℃）の推移

用
電
気
工
作
物
の
規
定
も
あ
り
、

使
用
開
始
後
、
遅
滞
な
く
届
出
す

る
義
務
を
課
し
て
い
る
。

５
款
「
承
継
」
は
55
条
の
２
の

み
。
相
続
な
ど
で
事
業
用
電
気
工

作
物
の
承
継
を
認
め
、
届
出
の
義

務
を
定
め
る
。

６
款
は
２
０
２
２
年
の
改
正
で

加
わ
っ
た
「
認
定
高
度
保
安
実
施

設
置
者
」。
55
条
に
３
〜
13
の
枝

番
号
が
つ
く
11
の
条
文
で
構
成
さ

れ
る
。
先
端
技
術
の
活
用
や
高
度

な
リ
ス
ク
管
理
体
制
な
ど
が
あ
る

と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
届
出
や
審
査

と
い
っ
た
行
政
手
続
き
が
簡
略
化

さ
れ
る
制
度
を
定
め
る
。

こ
こ
ま
で
の
６
つ
の
款
で
50
超

の
条
文
が
あ
る
２
節
に
比
べ
、
３

節
「
一
般
用
電
気
工
作
物
」
が
含

む
の
は
３
つ
の
条
文
の
み
。
対
象

が
比
較
的
安
全
な
家
庭
の
屋
内
配

線
な
ど
の
た
め
事
業
用
に
比
べ
緩

や
か
な
規
制
に
な
っ
て
い
る
。
電

力
会
社
な
ど
が
安
全
確
認
の
調
査

を
し
、
不
備
が
あ
れ
ば
所
有
者
ま

た
は
占
有
者
へ
通
知
を
義
務
づ
け

る
内
容
。
経
産
相
に
対
し
改
善
命

令
を
出
す
権
限
も
与
え
て
い
る
。

ら
な
る
「
工
事
計
画
及
び
検
査
」。

発
電
所
や
変
電
所
な
ど
一
定
以
上

の
事
業
用
電
気
工
作
物
の
工
事
計

画
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の
認
可

や
事
前
届
出
が
必
要
と
い
っ
た
規

定
を
示
す
。
原
子
力
発
電
に
関
わ

る
も
の
は
使
用
前
検
査
に
合
格
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
定
め

て
い
る
。
53
条
に
は
、
工
場
や
ビ

ル
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
も
含
む
自
家

法
の
対
象
に
な
り
、
事
業
者
が
事

前
調
査
し
、
国
や
自
治
体
な
ど
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
事
業
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
対

象
に
は
発
電
所
も
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
款
で
は
同
法
に
関
連
す

る
発
電
所
分
野
の
ル
ー
ル
を
定
め

る
。
発
電
所
特
有
の
評
価
方
法
の

実
施
義
務
と
い
っ
た
内
容
だ
。

４
款
は
47
〜
55
条
の
11
条
文
か

３
章
の
２
節
と
３
節
は
、
39
条

か
ら
57
条
の
２
ま
で
合
計
57
の
条

文
か
ら
な
る
。
２
節
「
事
業
用
電

気
工
作
物
」
に
含
ま
れ
る
の
は
６

つ
の
款か

ん

。
節
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

各
款
と
も
該
当
す
る
電
気
工
作
物

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

２
節
１
款
は
39
〜
41
条
の
３
つ

の
条
文
で
示
す
「
技
術
基
準
へ
の

適
合
」。
事
業
用
電
気
工
作
物
に

つ
い
て
、
省
令
で
定
め
る
技
術
基

準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
義
務
づ
け

る
。
省
令
を
、
人
や
物
に
損
傷
を

与
え
な
い
な
ど
の
規
定
に
沿
う
内

容
に
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

２
款
は
42
〜
46
条
の
６
つ
の
条

文
に
よ
る
「
自
主
的
な
保
安
」。

原
則
、
事
業
用
電
気
工
作
物
の
設

置
者
に
対
し
、保
安
規
程
の
策
定
、

保
安
の
監
督
を
す
る
主
任
技
術
者

の
選
任
、
そ
れ
ぞ
れ
の
届
出
を
定

め
、
主
任
技
術
者
免
状
の
種
類
や

試
験
体
制
に
も
触
れ
る
。
小
規
模

事
業
用
電
気
工
作
物
（
一
定
規
模

の
太
陽
光
発
電
な
ど
）
の
届
出
義

務
を
示
す
の
も
こ
の
款
だ
。

３
款
は
１
９
９
７
年
改
正
で
新

設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
す
べ
て
46

条
に
枝
番
号
（
２
〜
23
）
が
つ
い

た
条
文
か
ら
な
る
。
道
路
や
空
港

な
ど
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
開
発
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価

電
気
工
作
物
を
安
全
に
運
用
す
る
た
め
の
規
定

概観

電 事電 事事気事事業業業法

　電気事業法（電事法）の概要を紹介する連載の
第１０回。前回概観した「３章１節」に続く３章の残
り２節を見ていく。１節では、電気工作物を用途や
規模などで区分し、それぞれの名称で定義してい
た。２節と３節では、前節で区分したものを細かく
規制する内容が示されている。
　記事作成においては、政府のサイト「e-Gov法令
検索」を利用して、電気事業法（2025年6月6日施
行）の条文を参照した。

第
10
回

３
章
２
節
／
３
節

電事法の構成／３章２～３節の内容

電気事業法
章 １ ２ ２の２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

見
出
し

総
則

電
気
事
業

電
気
使
用
者
情
報
の

利
用
及
び
提
供

電
気
工
作
物

土
地
等
の
使
用

電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会

登
録
適
合
性
確
認
機
関
、
登
録

安
全
管
理
審
査
機
関
、
指
定
試

験
機
関
及
び
登
録
調
査
機
関

卸
電
力
取
引
所

雑
則

罰
則

節 １ ２ ３

見出し 定義 事業用電気工作物 一般用電気工作物

前回までの解説分

そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
内
容
を
定
め
る

第
２
節

事
業
用
電
気
工
作
物

第１款　技術基準への適合 第３９条～第４１条

事業用電気工作物の技術基準適合義務などを規定

第２款　自主的な保安 第４２条～第４６条

保安規程や主任技術者制度についての定め

第３款　環境影響評価に関する特例 第４６条の２～第４６条の２３

環境影響評価法関連の発電所の環境アセスメントについて

第４款　工事計画及び検査 第４７条～第５５条

一定規模の対象物に工事計画の認可や届出などを規定

第５款　承継 第５５条の２

相続、合併、分割があったときの地位継承など

第６款　認定高度保安実施設置者 第５５条の３～第５５条の１３

高度な保安を確保した事業者の認定や緩和措置など

第３節　一般用電気工作物 第５６条～第５７条の２

家庭や商店などの電気工作物に関する規定

今回学ぶ◉コトバ

７つに分類される電力関連の業態

電気事業者

もっと知る
電力リテラシー

▶ 関連用語◀
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９
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０
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７
０

１
９
６
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９
５
０

１
９
４
０
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９
３
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１
９
２
０

１
９
１
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１
９
０
０

１
８
９
０

（
年
）

日本

世界

※ 気象庁発表のデータをもとに作成。年平均気温
偏差は、その年の値と平年値（１９９１～２０２０
年の３０年平均）との差。

（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 春季　第 80号　【季刊】

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://econews.jp/article/special/commentary/
https://www.n-techno.co.jp/30th/
https://www.n-techno.co.jp/30th/history/
https://www.n-techno.co.jp/30th/story/
https://www.n-techno.co.jp/30th/grouptalk/


生
物
多
様
性
条
約
第
16回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16）
が
２
０
２
４
年
10月

か
ら
11月
に
か
け
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
カ

リ
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
人
数
は
１
万

３
０
０
０
人
超
。
日
本
か
ら
も
各
省
庁

行
動
計
画
の
採
択
、
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
と
の
協
力
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
決
定
文
書
の
合
意
と
い
っ
た
成
果
が

し
か
し
、
世
界
枠
組
み
の
進
陟
を
図

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
や
資
金
動

た
規
定
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
国
際
ル
ー

ル
）
は
採
択
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ

の
自
然
資
源
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
に
基

ば
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
に
拠
出

員
の
合
意

な
ど
は
、

交
渉
が
難

航
し
持
ち

い
た
ら
望
外
の
喜
び
。「
ひ

と
昔
」
と
も
い
わ
れ
る
長
い

時
間
に
生
じ
た
大
量
の
情
報

に
も
埋
没
し
な
か
っ
た
奇
跡

│
│
そ
れ
は
少
し
オ
ー
バ
ー

か
。
記
載
し
た
の
は
２
０
１

５
年
春
号
の
当
欄
だ
っ
た
。

▼
そ
れ
は
創
刊
10周
年
を
迎

え
た
第
40号
。
号
数
は
今
回

の
ち
ょ
う
ど
半
分
だ
。
予
告

と
い
う
よ
り
言
葉
の
あ
や
の

よ
う
な
感
覚
で
、
は
る
か
先

の
80号
の
同
じ
場
所
に
は
、

当
時
の
政
府
が
描
い
た
２
０

２
５
年
の
未
来
の
世
界
が
実

解析情報からの利益にルール

生物多様性条約第16回締約国会議

す
る
た
め
の
承
認
、
報
告
、

登
録
簿
な
ど
に
つ
い
て
の
細

目
を
決
定
し
、
こ
れ
を
規
定

す
る
パ
リ
協
定
６
条
の
完
全

運
用
が
実
現
し
た
。
炭
素
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
取
引
は
政
府
や

企
業
が
削
減
目
標
達
成
に
役

立
て
ら
れ
る
。

自
然
災
害
と
い
っ
た
気
候

変
動
が
招
く
影
響
に
適
応
し

て
い
く
た
め
の
世
界
目
標
で

は
、
指
標
づ
く
り
に
お
い
て

専
門
家
が
技
術
的
な
作
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
合

意
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
や

た
。
計
画
の
一
定
の
進
捗
を

認
め
な
が
ら
、
よ
り
強
化
し

た
実
施
を
目
指
し
て
い
く
。

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30の
開
催
地

は
、
か
つ
て
地
球
サ
ミ
ッ
ト

が
開
か
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
。
そ

の
北
部
に
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
地

域
の
ベ
レ
ン
で
２
０
２
５
年

11月
に
行
わ
れ
る
予
定
。

メ
ー
ジ
）
に
つ
い
て
の
内
容

や
、
自
主
的
に
設
定
す
る
各

国
の
排
出
削
減
目
標
（
Ｎ
Ｄ

Ｃ
）
を
５
年
ご
と
に
評
価
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク

テ
イ
ク
に
関
し
て
は
、
次
回

に
議
論
を
持
ち
越
し
た
。

ま
た
こ
の
会
議
で
は
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
重
要
性
を
再

日
本
を
含
む
１
５
０
カ
国
以

上
が
署
名
し
、
１
９
９
４
年

Ｏ
Ｐ
）
が
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ

れ
京
都
議
定
書
や
パ
リ
協
定

は
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
り
地
球
温
暖
化
を
で
き
る

限
り
食
い
止
め
る
こ
と
を
目

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
29回
締
約
国
会
議

途
上
国
支
援

途
上
国
支
援
年
間
年
間

30003000億
㌦
で
合
意

億
㌦
で
合
意

を
経
て
決
着
に
至
っ
た
。
こ

の
た
め
会
期
は
予
定
よ
り
２

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
29）
が
２
０
２
４

月
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
気
候
資
金
に
関
す
る
「
新
規
合
同
数
値
目
標
」
で
は
、
途

春季　第
80号　【季刊】

年４回季刊周期で刻み続けた
２０年間８０号に至る道のり

　本紙「環境市場新聞」は日本テクノ設立１０周年に当たる２００５年
の７月に創刊した。よって１０年単位の節目は重なり、会社設立３０周
年の今年、創刊２０周年を迎えることになる。初号以来、年４回の季
刊発行を途切れることなく継続し、通巻８０まで号数を刻んだ。
　２０年の間には、世界的な金融不安、東日本大震災、原発事故に

伴う電力不足など困難な状況を何度も迎えた。そんな逆風の中でも、
日本テクノは電力を支える事業に傾注し続け、その歩みに遅れるこ
となく本紙も環境問題を中心テーマとして情報を伝え続けた。
　ここでは、折々の主だった掲載記事をたどりながら、これまでの
道のりを振り返っていく。

創刊２０周年
環境市場新聞

周年記念
特別企画
第２弾

タイトル 掲載号（時期）
企業教育とは（長尾光雄氏 寄稿） １～４９（２００５夏～２０１７夏）
電力事情（村上晶子氏 寄稿） ２～２０（２００５秋～２０１０春）
懸賞付き クロスワードパズル ３（２００６冬）～
環境見聞 ４（２００６春）～
経営者の語る 環境マインド ４～２４（２００６春～２０１１春）
でんでんみと情報 １１～３６（２００８冬～２０１４春）
環境政策最前線（横山隆一氏 寄稿） １２～７５（２００８春～２０２４冬）
環境問題常識テスト １２（２００８春）～
テナントビル向けサービス
ECO-TENANT ユーザーレポート １２（２００８春）～

お客様の声
日本テクノサービス導入事例 １４（２００８秋）～

eco revolution １７～３０（２００９夏～２０１２秋）
エコスポ ! １９～２９（２０１０冬～２０１２夏）
おばあちゃんの知恵袋 ２１（２０１０夏）～
Techno's Thinking ２１（２０１０夏）～
シリーズ 日本の環境教育 ２４～４７（２０１１春～２０１７冬）
All for JAPAN ２５（２０１１夏）～
Eco Books ２７（２０１２冬）～
「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ ２７～６４（２０１２冬～２０２１春）
ECO Story
環境活動を推進する企業の物語 ３１（２０１３冬）～

環境モデル都市探訪 ３１～４０（２０１３冬～２０１５春）
河村隆一のエコスタディ ３２～４５（２０１３春～２０１６夏）
企業と電気をつなぐ 技術者をたずねて ３３（２０１３夏）～
設備改善対応事例 36（２０１4春）～
ONE DAY　先輩社員の一日 ３９～５２（２０１５冬～２０１８春）
環境体験型施設ナビ ４１～５２（２０１５夏～２０１８春）
ポイント解説シリーズ ４２～７０（２０１５秋～２０２２秋）
テッくんのＱ＆Ａシリーズ ４５～７９（２０１６夏～２０２５冬）
河村隆一の訪問 ! エコスポット ４６～５５（２０１６秋～２０１９冬）
アカデミックの現場から ４８～６０（２０１７春～２０２０春）
いっさんのちょっといい話 ５０～５６（２０１７秋～２０１９春）
地球の仲間を守る 生物多様性レポート ５３～６１（２０１８夏～２０２０夏）
身近な電気のあまり知られていない話 ５４～６６（２０１８秋～２０２１秋）
各部署キーパーソンが語る
日本テクノ社員群像 ５４（２０１８秋）～

こころのサプリメント ５７（２０１９夏）～
ギフトストリートの逸品 ５９（２０２０冬）～
エコな営み いまむかし ６１（２０２０夏）～
中小企業のSDGs ６３（２０２１冬）～
Zero Carbon CITY　自治体の挑戦 ６３～７９（２０２１冬～２０２５冬）
概観 電気事業法 ７１（２０２３冬）～
展望・課題　最新エネルギー市場
（山本隆三氏 寄稿） ７６（２０２４春）～

2005

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

2008

2015

創
刊

「
環
境
市
場
新
聞
」
第
１
号
の

発
行
は
２
０
０
５
年
夏
季
。
当
初

は
全
４
面
の
構
成
で
、
第
２
号
で

６
面
、
第
３
号
か
ら
現
在
の
８
面

構
成
に
な
っ
た
。
紙
面
に
は
創
刊

に
当
た
っ
て
の
馬
本
英
一
社
長
の

寄
稿
、
一
部
自
由
化
が
開
始
さ
れ

た
電
力
市
場
の
動
向
、
こ
の
年
の

２
月
に
発
効
し
た
京
都
議
定
書
関

連
の
記
事
な
ど
を
掲
載
し
た
。

現
在
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
が
目
指
さ
れ
る
が
、
京

都
議
定
書
に
よ
る
当
時
の
削
減
目

標
は
６
％
。
そ
れ
で
も
懸
命
な
取

り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
、
国
や
企

業
が
対
策
を
本
格
化
さ
せ
て
い

く
。
電
気
の
効
率
使
用
を
う
た
う

日
本
テ
ク
ノ
の
企
業
活
動
も
社
会

の
潮
流
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
た
。

自
社
発
電
所
始
動

前
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

の
原
発
事
故
以
来
、
電
力
の
需
給

逼
迫
が
顕
在
化
し
て
い
た
２
０
１

２
年
。
電
気
事
業
者
と
し
て
安
定

供
給
の
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
日
本
テ
ク
ノ

は
自
社
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
た
。

そ
れ
を
報
じ
た
の
は
秋
季
の
創

刊
30
号
。
こ
こ
で
は
記
念
の
特
別

対
談
も
掲
載
し
た
。
の
ち
に
日
本

テ
ク
ノ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
務
め
る
河
村
隆
一
さ
ん
と
馬
本

社
長
が
次
世
代
に
示
す
未
来
像
な

ど
を
語
っ
た
。

ま
た
冬
季
27
号
で
は
、
今
も
続

く
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」
が

ス
タ
ー
ト
。
初
回
は
『
ガ
ラ
ス
の

地
球
を
救
え
』（
手
塚
治
虫
）
ほ

か
を
紹
介
し
て
い
る
。

新
聞
40
号
創
刊
10
周
年

会
社
設
立
20
周
年
の
２
０
１
５

年
。
本
紙
は
通
巻
40
号
、
創
刊
10

周
年
を
迎
え
た
。
事
業
の
沿
革
を

特
別
企
画
と
し
て
年
表
と
と
も
に

掲
載
し
た
。
１
面
コ
ラ
ム
の
「
環

境
見
聞
」
で
は
10
年
後
の
今
号

（
80
号
）
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

る
。
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
の
会
員
が
１
０
０
０
人
を
超
え

た
の
も
こ
の
年
。
秋
季
42
号
で
そ

の
特
集
を
組
ん
だ
。

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ

た
年
だ
が
、
そ
の
記
事
は
翌
２
０

１
６
年
の
冬
季
43
号
で
掲
載
。
続

く
44
号
で
は
電
力
小
売
り
全
面
自

由
化
の
開
始
を
知
ら
せ
て
い
る
。

2020

会
社
設
立
25
周
年

２
０
２
０
年
は
会
社
設
立
25
周

年
。
冬
季
59
号
か
ら
秋
季
62
号
ま

で
の
４
号
連
続
で
特
別
企
画
を
掲

載
し
た
。
社
長
対
談
、
社
歴
お
よ

び
社
会
動
向
の
年
表
、商
品
変
遷
、

現
サ
ー
ビ
ス
概
要
の
そ
れ
ぞ
れ
を

ほ
ぼ
１
面
全
体
で
載
せ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
揺
れ
る
年
だ
っ
た

が
、
紙
面
は
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
環

境
問
題
な
ど
の
情
報
を
追
い
続
け

た
。
春
季
60
号
で
は
５
年
連
続
で

減
少
し
た
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
集
計
結
果
や
７
月
に
始

ま
る
レ
ジ
袋
有
料
化
の
記
事
を
載

せ
て
い
る
。

新
・
生
物
多
様
性
枠
組
み

２
０
２
３
年
の
初
号
（
冬
季
71

号
）で
は
新
春
対
談
を
企
画
し
た
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に
関

す
る
環
境
教
育
の
論
文
を
発
表
し

た
岩
﨑
慎
平
福
岡
女
子
大
学
准

教
授
に
馬
本
社
長
が
話
を
聞
い

た
。
こ
の
号
で
は
現
在
２
面
に
配

置
し
て
い
る
「
概
観
電
気
事
業

法
」
の
連
載
も
開
始
し
て
い
る
。

続
く
春
季
72
号
で
は
、
そ
れ
ま

で
の
愛
知
目
標
に
代
わ
り「
昆
明
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠

組
み
」
が
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
た
。
地

球
温
暖
化
だ
け
で
な
く
幅
広
い
環

境
問
題
に
目
を
向
け
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
前
年
２
０
２
２
年

の
冬
季
67
号
か
ら「
お
客
様
の
声
」

の
紙
面
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
の

Ｍ
＆
Ａ
事
例
を
加
え
た
。
ま
た
２

０
２
４
年
春
季
76
号
か
ら
は
山
本

隆
三
常
葉
大
学
名
誉
教
授
の
寄

稿
「
展
望
・
課
題
最
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
」
を
連
載
開
始
。
今
号

も
１
面
で
国
内
外
の
動
向
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。2023

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

か
ら

の
た
め
会
期
は
予
定
よ
り
２

日
延
長
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
２
０
３
５
年
ま
で
に

京
都
議
定
書
約
束
期
間
開
始

京
都
議
定
書
発
効
か
ら
３
年
、

６
％
削
減
の
約
束
期
間
が
始
ま

っ
た
の
が
２
０
０
８
年
だ
。
２

０
１
２
年
ま
で
の
５
年
間
平
均

で
目
標
を
遂
げ
る
と
い
う
世
界

と
の
取
り
決
め
。
こ
の
年
の
冬

季
11
号
で
あ
ら
た
め
て
議
定
書

の
内
容
を
解
説
し
て
い
る
。
同

じ
紙
面
で
、
元
ア
メ
リ
カ
副
大

統
領
の
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
と
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
２
者
に
２
０
０

７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授

与
さ
れ
た
こ
と
も
伝
え
た
。

秋
季
14
号
で
は
サ
ー
ビ
ス

導
入
事
例
（
現
在
の
「
お

客
様
の
声
」）
の
連
載
を

開
始
し
た
。
本
紙
で
は
こ

れ
ま
で
に
累
計
約
４
０
０

事
例
を
紹
介
。
日
本
テ
ク
ノ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
約
２
０

０
の
事
例
が
参
照
で
き
る
。

2012

ま
り
地
球
温
暖
化
を
で
き
る

限
り
食
い
止
め
る
こ
と
を
目

だ
決
定
文
書
の
合
意
と
い
っ
た
成
果
が

あ
っ
た
。

し
か
し
、
世
界
枠
組
み
の
進
陟
を
図

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
や
資
金
動

の
自
然
資
源
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
に
基

づ
く
Ｄ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
の
一
部
を
カ
リ
基
金
と
呼

過
去
最
大
規
模
員
の
合
意

な
ど
は
、

交
渉
が
難

航
し
持
ち

2017
た
規
定
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
国
際
ル
ー

ル
）
は
採
択
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ

の
自
然
資
源
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
に
基

づ
く
Ｄ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
の
一
部
を
カ
リ
基
金
と
呼

ば
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
に
拠
出

解析情報からの利益にルール

生物多様性条約第16回締約国会議

自
然
災
害
と
い
っ
た
気
候

変
動
が
招
く
影
響
に
適
応
し

は
、
指
標
づ
く
り
に
お
い
て

専
門
家
が
技
術
的
な
作
業
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
合

意
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
や

づ
く
Ｄ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
の
一
部
を
カ
リ
基
金
と
呼

ば
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
に
拠
出

参
加
人
数
過
去
最
大
規
模

パ
リ
協
定
発
効

前
年
11
月
に
発
効
し
た
パ
リ
協

定
の
記
事
を
２
０
１
７
年
の
冬
季

47
号
で
掲
載
し
た
。
す
べ
て
の
加

盟
国
が
参
加
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
枠
組
み
。
各
国
が
自
主
的

な
削
減
目
標
を
示
し
、
こ
の
と
き

日
本
は
２
０
３
０
年
に
２
０
１
３

年
比
で
26
％
減
ら
す
と
表
明
し

た
。
ち
な
み
に
京
都
議
定
書
の
６

％
削
減
達
成
は
２
０
１
４
年
の
春

季
36
号
で
報
じ
て
い
る
。

秋
季
は
創
刊
50
号
。
特
別
付
録

の
２
面
を
追
加
し
全
10
面
構
成
と

し
た
。
連
載
し
て
い
た
「
河
村

隆
一
の
訪
問
！
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
」

の
特
別
企
画
と
し
て
馬
本
社
長
も

参
加
し
て
大
規
模
水
力
発
電
所
を

レ
ポ
ー
ト
し
た
。

２０年間を彩った主な連載
※期間は休載分も含む。途中でタイトルを変更したものもある。

創刊２０周年を記念し期間限定ですべてのバッ
クナンバーをウェブにて公開します。８０号に
至る道のりを実際の紙面で確認ください。
https://econews.jp/newspaper_plus/

（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 春季　第80号　【季刊】

https://econews.jp/newspaper2/newspaper_plus/
https://www.n-techno.co.jp/30th/history/


い
た
」
と
い
う
。
例
え
ば
年

間
５
万
個
以
上
販
売
す
る
人

気
商
品
「
く
も
ん
の
日
本
地

図
パ
ズ
ル
」。
ピ
ー
ス
を
は

め
る
パ
ネ
ル
を
薄
く
し
た
こ

と
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用

量
を
減
ら
し
、
外
箱
の
改
良

に
も
成
功
し
た
。
輸
送
時
に

箱
詰
め
す
る
段
ボ
ー
ル
の
サ

イ
ズ
も
小
さ
く
で
き
、
一
度

に
運
べ
る
数
が
増
え
輸
送
コ

ス
ト
も
軽
減
さ
れ
た
。

「
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

を
発
見
し
、
そ
の
能
力
を
最

大
限
に
伸
ば
す
人
材
育
成
に

よ
る
地
球
社
会
へ
の
貢
献
」

を
理
念
と
す
る
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

グ
ル
ー
プ
。
62
の
国
と
地
域

に
約
２
万
３
０
０
０
の
教
室

を
展
開
し
学
び
の
輪
を
広
げ

て
い
る
。
環
境
問
題
も
重
要

な
経
営
課
題
と
位
置
づ
け
、

グ
ル
ー
プ
各
社
に
環
境
委
員

そ
の
段
ボ
ー
ル
箱
は
以
前

は
倉
庫
で
一
度
詰
め
替
え
て

い
た
た
め
そ
の
都
度
リ
サ
イ

ク
ル
に
回
し
て
い
た
が
、
破

損
が
な
け
れ
ば
極
力
そ
の
ま

ま
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス
徹
底

の
工
程
に
変
え
て
い
る
。

同
様
の
定
番
商
品
「
く
も

ん
の
幼
児
ド
リ
ル
シ
リ
ー

ズ
」
は
、
使
用
す
る
紙
の
厚

み
を
見
直
し
紙
使
用
量
を
削

減
し
た
。
39
冊
あ
る
シ
リ
ー

ズ
の
中
で
最
も
ペ
ー
ジ
数
の

多
い
「
ひ
ら
が
な
お
け
い

こ
」
で
す
で
に
用
い
て
い
た

紙
を
、
す
べ
て
の
ド
リ
ル
で

使
う
よ
う
に
し
た
。
破
れ
に

く
く
書
き
や
す
い
実
績
が
あ

っ
た
の
で
切
り
替
え
の
ハ
ー

ド
ル
は
低
か
っ
た
。

新
発
売
の
知
育
玩
具
「
つ

み
つ
み
ス
ロ
ー
プ
」
で
は
、

他
の
類
似
商
品
で
は
擦
過
痕

が
つ
か
な
い
よ
う
各
パ
ー
ツ

を
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
で
い
た

と
こ
ろ
を
、
箱
に
ぴ
っ
た
り

と
収
ま
る
状
態
に
し
て
個
包

装
を
省
い
た
。
併
せ
て
、
説

明
書
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
も
廃

止
し
て
い
る
。

そ
し
て
大
切
な
の
は
こ
れ

ら
資
源
削
減
は
す
べ
て
品
質

に
影
響
の
な
い
範
囲
で
行
う

こ
と
。
使
用
感
や
見
た
目
が

変
わ
ら
な
い
こ
と
は
消
費
者

の
安
心
感
に
直
結
す
る
。
今

後
は
輸
送
時
の
効
率
化
や
店

頭
陳
列
時
の
見
栄
え
を
念
頭

に
置
き
、
可
能
な
範
囲
で
パ

ッ
ケ
ー
ジ
サ
イ
ズ
の
均
一
化

も
図
り
た
い
と
考
え
る
。

商
品
開
発
に
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
忘

れ
な
い
。
近
年
学
校
教
育
の

現
場
で
は
環
境
教
育
に
活
用

で
き
る
書
籍
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。
学
校
や
図
書
館

で
特
に
要
望
が
多
く
問
い
合

わ
せ
も
入
る
た
め
、
独
自
で

企
画
し
た
り
、
海
外
の
優
良

出
版
物
を
翻
訳
し
販
売
し
た

り
し
て
い
る
。
環
境
を
題
材

と
し
た
書
籍
が
き
っ
か
け
で

他
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
実
現
し
子
ど
も
向
け

の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
な
が
っ
た
例
も
あ
っ
た
。

現
場
努
力
が
環
境
配
慮
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
同

社
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
真
摯

に
環
境
に
向
き
合
う
姿
勢
が

従
業
員
に
浸
透
し
て
い
る
証

で
も
あ
る
。
全
世
界
の
環
境

経
営
の
取
り
組
み
を
環
境
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

グ
ル
ー
プ
各
社
に
年
４
回
、

日
本
語
と
英
語
で
配
信
し
情

報
を
共
有
す
る
。
記
事
は
国

内
外
の
全
社
で
作
成
を
担
当

す
る
。
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
活
発
だ
。

各
種
原
材
料
の
価
格
が
高

騰
す
る
昨
今
、
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
へ
の
切
り
替
え
で

環
境
配
慮
す
る
手
法
も
あ
る

が
、
あ
え
て
商
品
開
発
の
工

夫
で
努
力
を
続
け
る
。
現
状

で
で
き
る
限
り
の
改
善
を
継

続
し
な
が
ら
、
付
加
価
値
の

考
え
方
を
社
内
で
統
一
し
、

商
品
に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い

く
か
。
環
境
に
配
慮
し
た
モ

ノ
づ
く
り
の
努
力
は
続
く
。

環境活動を推進する企業の物語

第４４話
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鎮守の森　増補版
宮脇昭 著

２
０
０
０
年
発
刊
の
単
行

本
が
２
０
０
７
年
に
文
庫
化

さ
れ
、
そ
こ
に
２
編
の
対
談

な
ど
が
加
え
ら
れ
２
０
２
４

年
８
月
に
復
刊
さ
れ
た
。
四

半
世
紀
も
読
み
継
が
れ
て
い

る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ
。
時
代

を
経
て
も
、
い
ま
だ
目
を
そ

ら
し
て
は
な
ら
な
い
テ
ー
マ

が
語
ら
れ
て
い
て
、
現
代
社

会
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い

る
証
だ
ろ
う
。

著
者
は
世
界
各
地
で
数
千

万
本
と
も
い
わ
れ
る
植
樹
を

し
た
植
物
生
態
学
者
。
植
え

る
木
の
種
類
は
各
地
特
有
の

潜
在
自
然
植
生
を
調
べ
上
げ

て
決
め
る
。
建
材
目
的
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
美
観
の
た
め

の
ウ
メ
や
サ
ク
ラ
で
は
な

い
。
人
の
手
を
一
切
排
除
し

た
と
き
そ
の
地
の
自
然
環
境

が
育
む
植
生
「
す
な
わ
ち
土

地
本
来
の
素
肌
、
素
顔
の
緑

で
あ
る
」（
43
㌻
）。
日
本
の

多
く
の
地
域
で
は
シ
イ
、
タ

ブ
ノ
キ
、
カ
シ
、
ブ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
の
つ
く
る
森
が

該
当
す
る
よ
う
だ
。

そ
れ
が
「
ふ
る
さ
と
の
木

に
よ
る
ふ
る
さ
と
の
森
」で
、

日
本
各
地
に
あ
る
神
社
仏

閣
、
古
い
屋
敷
、
山
の
尾
根
、

急
斜
面
、
渓
谷
沿
い
に
残
さ

れ
て
き
た
「
鎮
守
の
森
」
だ

と
説
く
。
な
お「
鎮
守
の
森
」

は
植
物
生
態
学
な
ど
の
分
野

で
国
際
的
に
通
用
す
る
用
語

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
エ
ジ
プ

ト
な
ど
世
界
の
古
代
文
明
を

見
て
も
、
人
間
の
干
渉
で
土

素
顔
の
緑
が
生
き
る
森
の
役
割中公文庫　924円（税込）

地
本
来
の
植
物
は
ほ
と
ん
ど

消
失
し
た
の
に
対
し
、
日
本

人
の
祖
先
は
都
市
や
田
畑
の

造
成
で
自
然
を
開
発
し
て
も

一
部
に
そ
れ
を
保
持
し
た
。

そ
れ
が
今
で
は
自
然
を
敬

う
気
持
ち
は
薄
れ
、
潜
在
自

然
植
生
の
森
は
急
速
に
姿
を

消
し
て
い
る
と
警
告
す
る
。

本
文
は
３
部
構
成
。
第
１

部
で
潜
在
自
然
植
生
な
ど
の

解
説
と
植
樹
活
動
の
事
例
を

紹
介
、
残
る
２
部
で
著
者
が

宗
教
者
と
哲
学
者
、
そ
れ
ぞ

れ
と
対
談
し
た
内
容
を
収
録

す
る
。
鎮
守
の
森
が
植
物
生

態
学
的
な
重
要
性
を
持
つ
だ

け
で
な
く
、
心
の
安
ら
ぎ
や

思
想
面
で
も
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
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の
み
ん
な
の
た
め
に
働
き
、
生

き
て
い
く
た
め
に
稼
ぐ
」
と
い

う
意
識
が
強
か
っ
た
。
関
東
一

帯
の
農
村
、
雪
国
の
人
も
農
業

の
閑
散
期
と
な
る
冬
に
江
戸
の

街
ま
で
稼
ぎ
に
出
て
き
た
。

奉
公
人
に
は
年
２
回
、
正
月

と
お
盆
に
休
暇
が
あ
り
、
商
家

で
は
こ
の
と
き
「
仕
着
せ
」
と

い
っ
て
奉
公
人
へ
の
着
物
の
支

給
が
あ
っ
た
。
住
み
込
み
で
働

く
奉
公
人
が
、
少
し
で
も
身
ぎ

れ
い
に
し
て
実
家
に
帰
れ
る
よ

う
に
と
い
う
配
慮
が
込
め
ら
れ

て
い
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
こ
れ
が
現
代
の
ボ
ー

江
戸

江
戸
の
町
に
は
米
屋
、
漬
物

屋
、
呉
服
屋
、
傘
屋
、
金
物
屋

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
見
世
・
お
店た

な

が
存
在
し
た
。
そ
の
多
く
は
家

族
で
経
営
す
る
か
個
人
で
生
計

を
立
て
て
い
る
の
が
基
本
で
、

現
代
の
企
業
の
よ
う
な
縦
型
の

組
織
に
所
属
し
て
働
く
人
は
武

家
く
ら
い
だ
っ
た
。

庶
民
が
雇
用
さ
れ
て
働
く
こ

と
を
「
奉
公
」、働
く
人
を
「
奉

公
人
」
と
呼
ん
だ
。
奉
公
人
に

は
、
商
家
で
、
炊
事
・
洗
濯
な

ど
の
家
事
や
雑
用
を
す
る
人
か

ら
支
配
人
と
し
て
経
営
の
一
端

を
担
う
者
ま
で
い
た
。
生
涯
そ

こ
に
雇
用
さ
れ
る
終
身
奉
公
、

年
数
や
期
間
を
決
め
て
の
年
季

奉
公
、
日
雇
い
の
日ひ

傭よ
う

取と

り
な

ど
雇
用
期
間
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
。
一
人
前
の
職
人
に
な
る
た

め
に
親
方
の
も
と
で
弟
子
と
し

て
働
き
な
が
ら
技
術
を
身
に
つ

け
る
の
も
奉
公
の
一
種
だ
。

労
働
に
対
す
る
考
え
方
は

「
住
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ナ
ス
の
起
源
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

現
代

明
治
以
降
の
近
代
化
で
モ
ノ

が
量
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

工
場
の
操
業
に
労
働
力
が
割
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
江
戸
時
代

の
よ
う
な
職
人
や
店
は
廃
れ
て

し
ま
い
、
会
社
に
勤
め
る
と
い

う
働
き
方
を
す
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
っ
た
。

今
は
労
働
時
間
が
１
日
８
時

間
と
定
め
ら
れ
、
働
く
理
由
も

〝
生
き
る
た
め
〞
か
ら
〝
よ
り

良
い
毎
日
を
送
る
た
め
〞
に
シ

フ
ト
し
て
き
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。
自
宅
に
居

な
が
ら
リ
モ
ー
ト
で
業
務
を
進

め
る
働
き
方
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

考
え
る
と
、
働
き
方
は
社
会

や
科
学
技
術
の
進
歩
に
合
わ
せ

変
わ
り
ゆ
く
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
江
戸
か
ら
今
へ
の
変
化
は

わ
か
っ
た
。
こ
の
先
ど
ん
な
様

相
を
み
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

奉
公
人
、仕
着
せ
…
江
戸
の
働
き
方

４
月
に
な
り
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
今
年
か
ら
新
し
く
社
会
人
と
し
て
会
社
勤
め
す
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
職
人
文
化
で
今
で
い
う
個
人
事
業
主
の
多
か
っ
た
江
戸
で
は
人
々
は
ど

の
よ
う
に
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
エ
コ
な
営
み
」
か
ら
は
少
し
離
れ
る
が
、
転
勤
や

異
動
も
増
え
る
こ
の
時
期
に
気
に
な
る
「
働
き
方
」
の
形
態
を
今
昔
で
比
べ
て
み
た
い
。

パズルのピースの大きさは変え
ず、全体のサイズを３０％小さく
できた「日本地図パズル」。

国
立
公
園
と
は
「
日
本
を
代
表

す
る
自
然
の
風
景
地
」
と
し
て
自

然
公
園
法
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が

指
定
す
る
場
所
。
１
９
３
４
年
に

瀬
戸
内
海
、
雲
仙
、
霧
島
の
３
カ

東
京
都
武
蔵
野
市
、
吉
祥
寺

駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
場
所
に
あ

る
井
の
頭
自
然
文
化
園
。
戦
時

中
の
１
９
４
２
年
に
開
園
し

た
。動

物
園
、
遊
園
地
、
彫
刻
館

な
ど
が
あ
る
本
園
と
、
水
生
生

物
展
示
の
分
園
に
分
か
れ
、
日

本
産
動
物
を
中
心
に
１
６
０
種

約
３
２
０
０
個
体
が
生
息
す

る
。
商
業
施
設
や
住
宅
街
に
囲

所
が
最
初
に
指
定
さ
れ
た
。以
降
、

時
代
を
追
う
ご
と
に
そ
の
数
を
増

や
し
て
い
く
。
直
近
で
は
２
０
２

４
年
６
月
に
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝

国
立
公
園
が
加
わ
っ
て
い
る
。

合
計
総
面
積
は
約
２
４
４
万
㌶

で
、
国
土
に
占
め
る
割
合
は
約

６
・
５
％
。
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
そ
の
地
域
を
公
園

専
用
に
限
定
す
る
方
法
を
採
用
し

て
い
る
が
、
日
本
が
用
い
て
い
る

の
は
土
地
の
所
有
に
か
か
わ
ら
ず

指
定
で
き
る
「
地
域
制
自
然
公
園

ま
れ
た
場
所
な
が
ら
広
さ
13
㌶

の
豊
か
な
自
然
を
有
し
、
入
園

者
数
は
年
間
70
万
〜
80
万
人
。

同
園
教
育
普
及
係
の
近
藤
奈
津

子
さ
ん
は
「
小
学
校
入
学
前
の

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
親

子
連
れ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い

の
が
特
徴
。
リ
ス
や
ウ
サ
ギ
、

シ
カ
、
サ
ル
な
ど
絵
本
に
出
て

く
る
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
動

物
が
多
く
、
動
物
園
の
入
門
編

の
よ
う
な
場
所
」
と
話
す
。

敷
地
の
一
角
に
あ
る
「
い
き

も
の
広
場
」
に
は
昆
虫
や
野
鳥

な
ど
身
近
な
生
き
物
が
い
る
。

昔
な
が
ら
の
武
蔵
野
の
自
然
を

再
現
し
た
草
っ
ぱ
ら
、
池
、
雑

木
林
が
広
が
る
。

こ
の
広
場
で
は
月
２
回
、
環 制

度
」。
門
や
柵
な
ど
は
基
本
的

に
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
住
宅
地

や
畑
地
、
里
山
な
ど
も
含
ま
れ
る

た
め
国
立
公
園
内
と
知
ら
ず
訪
れ

境
教
育
の
一
環
で
生
き
物
探
し

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。
担
当
は

同
係
の
岸
野
陽
子
さ
ん
。「
こ

こ
で
は
生
き
物
を
放
し
た
り
飼

育
し
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

朽
木
を
重
ね
隠
れ
や
す
い
場
所 て

い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
年
間

の
利
用
者
は
総
人
口
よ
り
も
多
い

３
億
人
に
な
る
。

な
お
、
国
立
公
園
内
に
居
住
す

る
人
口
は
約
65
万
人
。
ア
メ
リ
カ

の
30
倍
以
上
で
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
日
本
で
は
古
く
か
ら
自
然
と
生

活
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

が
知
れ
る
。

指
定
さ
れ
る
地
域
は
、
冒
頭
の

自
然
公
園
法
で
も
う
た
わ
れ
る
よ

う
に
優
れ
た
「
自
然
の
風
景
地
」

で
あ
る
こ
と
。
優
れ
た
景
観
を
保

護
す
る
た
め
に
広
大
な
地
域
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
生

物
多
様
性
保
全
の
観
点
で
重
要
な

地
域
も
広
く
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
。
自
然
環
境
保
全
の
屋
台
骨
を

担
う
役
割
が
あ
る
。

公
園
内
の
陸
域
は
落
ち
葉
や
枯

れ
枝
の
持
ち
帰
り
も
禁
じ
る
「
特

別
保
護
地
区
」
か
ら
住
民
が
暮
ら

す
「
普
通
地
域
」
ま
で
５
段
階
に

を
つ
く
り
、
腐
葉
土
を
集
め
て

カ
ブ
ト
ム
シ
の
寝
床
を
整
え
る

な
ど
の
仕
掛
け
を
施
す
こ
と

で
、
園
の
周
囲
に
生
息
す
る
昆

虫
や
野
鳥
な
ど
が
自
然
に
集
ま

り
ま
す
」。
呼
び
寄
せ
ら
れ
た

分
け
ら
れ
、
区
分
に
応
じ
た
管
理

が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
は
、
多
様
な
生
物
を
育
む
要

所
に
も
な
っ
て
い
る
国
立
公
園
の

自
然
を
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
責
任
を
果
た
す
た
め
、
保
護
活

動
、
巡
視
、
施
策
実
行
な
ど
の
業

務
に
当
た
り
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
協
働
型
管
理

生
き
物
を
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
探
し
、
触
れ
る
。
安
全
の
た

め
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立

ち
会
う
が
何
よ
り
も
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
が
優
先
さ
れ
る
。

小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
を
主
な
対
象
と
し
た
環

境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
か
に

も
多
数
実
施
し
て
い
て
、
企
画

を
考
え
る
う
え
で
根
本
に
あ
る

の
は
、
と
に
か
く
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
だ
と
い
う
。
見
て
、

触
れ
て
、
親
し
む
時
間
を
持
つ

中
で
「
生
き
物
っ
て
面
白
い
、

生
き
物
が
好
き
、
の
気
持
ち
が

芽
生
え
て
い
き
ま
す
」（
同
係

の
山
崎
彩
夏
さ
ん
）。
そ
の
気

持
ち
が
、
こ
れ
を
守
り
た
い
と

考
え
る
自
然
環
境
へ
の
配
慮
に

つ
な
が
る
。
楽
し
い
体
験
は
気

づ
か
ぬ
う
ち
に
学
び
の
時
間
に

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
切
な
の
は
、
こ
こ

を
行
う
。

そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
自

然
を
保
護
し
な
が
ら
利
用
を
促
進

す
る
と
い
う
難
し
い
舵
取
り
。
自

然
保
護
の
重
要
性
を
知
る
に
は
自

然
に
触
れ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い

が
、
利
用
に
よ
り
負
荷
が
生
じ
る

こ
と
は
免
れ
な
い
。
傷
つ
い
た
自

然
を
回
復
さ
せ
た
り
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
を
手
助
け
し
た
り
す
る

た
め
、
来
訪
者
の
受
け
入
れ
と
規

制
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
も

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対

応
、
深
刻
さ
を
増
す
気
候
変
動
の

影
響
な
ど
容
易
に
は
答
え
の
出
せ

な
い
も
の
ば
か
り
だ
。

こ
こ
ま
で
国
立
公
園
の
概
要
と

役
割
を
紹
介
し
た
。
次
回
か
ら
は

日
本
全
国
の
各
公
園
を
取
り
上

げ
、
現
地
な
ら
で
は
の
特
色
や
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
。

で
の
体
験
を
そ
の
後
の
生
活
の

中
で
振
り
返
り
、
同
様
の
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
親
子

で
の
参
加
が
基
本
で
、
動
物
園

の
役
割
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け

づ
く
り
と
考
え
る
。

小
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
も
そ
う
し
た

考
え
の
一
環
だ
。
普
段
、
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
教
員
に
身
近

な
生
き
物
の
探
し
方
や
捕
ま
え

方
、
学
校
で
で
き
る
生
き
物
集

め
の
仕
掛
け
づ
く
り
な
ど
を
紹

介
す
る
。
こ
う
し
て
楽
し
い
学

び
の
場
を
広
げ
て
い
く
。

「
自
然
文
化
園
」
の
名
前
に

は「
自
然
の
中
で
学
べ
る
場
所
」

で
あ
り
た
い
と
い
う
開
園
時
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場

と
し
て
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
提
供
し
て
い
く
予
定
だ
。

〝
生
き
物
っ
て
面
白
い
〞

日
本
の
誇
る
豊
か
な
自
然

保
護
と
利
用
を
推
進

国
内
に
は
35
カ
所
の
国
立
公
園
が
あ
る
。
こ
の
新
規
連
載
は
、
そ
こ
に
あ
る
豊
か
な
自
然
の
姿
と
環
境

保
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
だ
。
連
載
の
始
ま
り
で
あ
る
今
回
は
、
環
境
省
自

然
環
境
局
国
立
公
園
課
に
取
材
し
た
内
容
を
も
と
に
そ
の
概
要
と
役
割
を
見
て
い
く
。

５段階区分のイメージ
特別保護地区

第１種特別地域

第２種
特別地域

第３種特別地域

普通地域

３５カ所の国立公園

楽しい体験が育む環境配慮の気持ち

【上】いきもの広場の入口。【下】木のふたを開けて自
然に隠れている生き物を見つけるなど仕掛けを施す。

を
配
置
し
事
業
内
容
に
合
わ

せ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

株
式
会
社
く
も
ん
出
版

（
東
京
都
品
川
区
）
は
公
文

教
育
研
究
会
の
出
版
部
門
と

し
て
誕
生
し
た
後
、
１
９
８

８
年
に
独
立
。
出
版
物
、
知

育
玩
具
を
は
じ
め
と
し
た
教

育
関
連
商
品
の
制
作
・
販
売

を
担
う
。
事
業
活
動
に
伴
う

環
境
負
荷
の
把
握
と
低
減
に

取
り
組
む
た
め
、
電
気
使
用

量
、二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
、
紙
使
用
量
、
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
量
を
集
計
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

て
い
る
。

商
品
開
発
で
は
「
現
場
の

コ
ス
ト
意
識
や
改
善
意
識
が

自
然
と
環
境
対
策
に
な
っ
て

品
質
保
持
と
環
境
配
慮
を
両
立

井
の
頭
自
然
文
化
園 環境教育の

現場から
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テナントビル向けサービス

や
問
い
合
わ
せ
が
来
た
ら
正
確
な

回
答
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
」。

営
業
担
当
か
ら
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

の
自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を

聞
く
と
、
中
村
さ
ん
は
す
ぐ
導
入

を
決
め
た
。「
今
で
は
請
求
に
関

す
る
作
業
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金
算
出
の
根
拠
も
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
検
針
・
請
求
業
務
だ
け

で
な
く
、
問
い
合
わ
せ
の
対
応
も

日
本
テ
ク
ノ
が
一
手
に
引
き
受
け

て
く
れ
る
。
気
持
ち
的
に
も
時
間

的
に
も
負
担
が
な
く
な
り
、
と
て

も
楽
に
な
り
ま
し
た
」。

埼
玉
県
内
で
腎
疾
患
治
療
や
透

析
を
中
心
に
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
展
開
す
る
医
療
法
人
埼
友
会
。

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ト
ピ
ア
は
そ

の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、
複
数
の
医

療
モ
ー
ル
を
運
営
し
て
い
る
。
入

居
す
る
テ
ナ
ン
ト
は
系
列
病
院
や

外
部
の
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、

薬
局
な
ど
医
療
関
係
が
中
心
だ
。

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
初
め
て
導
入

し
た
の
は
２
０
１
８
年
。「
日
本
テ

ク
ノ
の
電
力
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
受
け
て
い
た
系
列
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
電

気
の
〝
見
え
る
化
〞
な
ど
の
提
案

を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
営
業

の
方
と
話
す
う
ち
に
気
づ
く
と
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
の
検
針
・
請
求
業
務

に
つ
い
て
悩
み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま

現
在
、
埼
玉
県
草
加
市
の
「
さ

い
ゆ
う
５
ｔ
ｈ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
な

ど
全
部
で
６
棟
あ
る
医
療
モ
ー
ル

の
う
ち
４
棟
で
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
る
。「
１
棟
は
低
圧

電
力
で
対
象
外
で
す
が
、
も
う
１

棟
は
系
列
病
院
が
入
っ
た
最
も
大

き
い
医
療
モ
ー
ル
で
す
。
設
備
の

都
合
で
遅
れ
ま
し
た
が
今
年
よ
う

や
く
導
入
で
き
る
予
定
で
す
」
と

中
村
さ
ん
。

今
後
も
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
利
用

し
明
確
な
検
針
・
請
求
業
務
と
働

き
や
す
さ
を
追
求
し
て
い
く
。

工
事
は
２
０
２
４
年
11
月

３
日
の
日
曜
日
に
行
っ
た
。

送
電
経
路
の
遮
断
と
同
時
に

非
常
用
発
電
機
が
作
動
。
施

工
会
社
は
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
機
敏
な
作
業
で
交
換
を

進
め
た
。
そ
の
手
慣
れ
た
仕

事
に
よ
り
工
事
は
当
初
の
予

定
よ
り
１
時
間
ほ
ど
短
い
約

３
時
間
で
終
了
す
る
。
村
山

さ
ん
は
じ
め
関
係
者
一
同
は

喜
び
、
感
謝
し
た
。

し
か
し
、
村
山
さ
ん
に
は

実
は
も
う
１
つ
懸
念
が
あ
っ

た
。「
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
経

年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
入
れ
替
え
工
事
に
は
約
８

時
間
か
か
る
と
い
わ
れ
、
そ

ん
な
に
長
い
時
間
停
電
は
で

き
ず
に
、
一
旦
は
断
念
し
ま

要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
事
態
が
医

療
機
器
に
与
え
る

影
響
な
ど
が
な
い

と
も
限
ら
な
い
の

で
、
工
事
時
間
は

短
け
れ
ば
短
い
ほ

ど
い
い
。
日
本
テ

ク
ノ
エ
ン
ジ
の
担

当
者
と
打
ち
合
わ

せ
、
万
一
の
事
態

も
想
定
し
な
が
ら

工
事
計
画
を
確
認

し
ま
し
た
」

ま
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
時
期
を
過
ぎ
る

と
処
分
で
き
な
く
な
る
と
聞

い
た
総
務
課
主
任
の
村
山
典

敬
さ
ん
は
、
急
い
で
入
れ
替

え
工
事
の
手
配
を
進
め
た
。

停
電
が
必
要
な
た
め
空
調
稼

働
が
少
な
く
、
患
者
の
身
体

的
負
荷
が
季
節
的
に
少
な
い

11
月
の
時
期
に
工
事
を
設
定

し
、
各
方
面
へ
の
協
力
を
仰

い
で
い
っ
た
。

「
こ
こ
は
救
急
指
定
病
院

で
、
工
事
実
施
に
当
た
っ
て

は
医
師
会
と
相
談
し
て
救
急

担
当
を
一
時
的
に
外
し
て
も

ら
う
な
ど
事
前
の
調
整
が
必

し
た
」。

そ
の
後
、
エ
ン
ジ
の
担
当

者
は
施
工
会
社
と
時
間
短
縮

の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
工
事
手
順
の
工
夫
で
停

電
を
５
〜
６
時
間
に
減
ら
せ

る
方
法
を
見
つ
け
た
。
こ
れ

を
提
示
し
て
院
内
で
検
討
し

た
結
果
、
工
事
の
実
施
が
決

ま
っ
た
。
今
、
２
０
２
５
年

秋
の
予
定
で
調
整
中
だ
。

「
今
回
の
工
事
は
ス
ム
ー

ズ
で
他
部
署
か
ら
の
評
判
も

よ
く
、
施
工
会
社
の
人
は
礼

儀
正
し
く
、
工
事
内
容
の
説

明
後
に
作
業
に
入
る
な
ど
気

持
ち
い
い
対
応
で
し
た
。
次

回
の
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
は
難
工

事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
度

も
ぜ
ひ
無
事
に
完
了
で
き
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
あ

る
医
療
法
人
聖
仁
会
西
部

総
合
病
院
は
１
９
８
０
年
創

立
で
病
床
数
２
６
４
床
の
歴

史
あ
る
医
療
機
関
だ
。
高
圧

受
電
設
備
は
古
く
、
検
査
し

た
と
こ
ろ
ト
ラ
ン
ス
（
変
圧

器
）
に
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含

「
気
持
ち
的
に
も
時
間
的
に
も

負
担
が
な
く
な
り
ま
し
た
」

トランスを新しいものに入れ替えた電気工事。作業の完了まで当
初４時間を想定していたが、約１時間早く済ませることができた。

西部総合病院の外観。円内は総務課主任の村山典敬さん。

用
い
た
だ
き
、
日
頃
の
省
エ

ネ
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
え

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

佐
々
木

そ
う
で
す
ね
。

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
連
動

す
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
の
活
用
幅
も
広
が
り
省

エ
ネ
は
さ
ら
に
進
化
し
て
い

き
ま
す
。
生
産
性
向
上
や
残

業
削
減
な
ど
波
及
効
果
を
生

む
場
面
も
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の

事
業
活
動
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
し
て
全
社
を
あ

げ
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
進
化
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月
、
日
本

テ
ク
ノ
の
主
力
商
品
で
電
力

の
使
用
状
況
を「
見
え
る
化
」

す
る
ツ
ー
ル
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」

（
以
下
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
新

モ
デ
ル
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ

た
。
開
発
の
出
発
点
に
な
っ

た
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
報
告

会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
経

緯
を
振
り
返
っ
た
。

佐
々
木

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
当
た
っ
て
は
実
際
の
利
用

者
で
あ
る
お
客
様
の
意
見
を

反
映
さ
せ
た
か
っ
た
。
当
社

で
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
に
営

の
目
的
は
「
直
感
的
に
操
作

で
き
る
、
わ
か
り
や
す
い
商

品
に
す
る
こ
と
」。
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
担
当
の
中
か
ら

選
抜
し
た
11
人
で
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
報
告
会
」
を
立
ち

上
げ
、
お
客
様
の
要
望
を
整

理
し
、
社
内
の
他
部
署
か
ら

も
意
見
を
聞
い
て
案
を
ま
と

め
ま
し
た
。

当
初
は
今
の
機
能
を
精
査

し
シ
ン
プ
ル
に
す
る
意
見
も

あ
っ
た
け
れ
ど
話
し
合
い
を

重
ね
最
終
的
に
新
機
能
も
備

え
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
さ

を
追
求
し
て
ソ
フ
ト
面
も
改

良
。
画
面
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ

ス
ト
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

伊
藤

報
告
会
の
立
ち
上

げ
か
ら
約
４
年
、
社
内
で
の

開
発
業
務
を
重
ね
、
到
達
し

た
結
果
で
す
ね
。
今
後
も
継

続
的
に
お
客
様
の
声
を
反
映

し
た
い
。
１
社
で
も
多
く
活

伊
藤

つ
い
で
サ
ー
ビ
ス

は
、
お
客
様
に
そ
れ
ま
で
以

上
の
省
エ
ネ
活
動
を
促
す
な

ど
開
発
の
側
と
し
て
や
り
が

い
を
感
じ
る
業
務
で
し
た
。

そ
し
て
「
設
定
方
法
が
わ
か

り
に
く
い
」
な
ど
率
直
な
意

見
を
も
ら
う
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
開
発
に
生
か

せ
ば
省
エ
ネ
は
さ
ら
に
推
進

で
き
る
と
考
え
た
ん
で
す
。

佐
々
木

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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各部署キーパーソンが語る 技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

く
月
の
前
半
に
１
日
３
〜
５

件
を
回
り
ま
す
。
年
次
点
検

は
雪
の
降
る
12
〜
２
月
を
避

け
、
ひ
と
月
に
５
件
ほ
ど
。

月
の
実
働
日
数
は
冬
で
２
週

間
程
度
、
そ
の
ほ
か
の
時
期

は
約
20
日
で
す
ね
。

実
務
で
心
が
け
て
い
る
の

は
、
月
次
と
年
次
の
点
検
で

得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
現

場
・
現
物
を
よ
く
見
て
、
今

後
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
そ

う
か
予
測
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
実
際
に
何

か
が
起
き
た
と
き
に
も
、
比

較
的
速
や
か
に
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
日
頃
か
ら
機
器
の
状

況
や
更
新
推
奨
時
期
な
ど
を

お
客
様
に
伝
え
て
お
き
、
過

不
足
な
く
情
報
共
有
で
き
る

よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
が
安
心
し
て
電
気
を

使
え
る
よ
う
最
大
限
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
会
の
い
い
と
こ
ろ

は
自
分
の
好
き
な
働
き
方

を
選
べ
る
点
。
私
は
も
っ
と

点
検
件
数
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、「
余

裕
を
持
っ
て
働
き
た
い
か

ら
件
数
は
そ
こ
そ
こ
で
い

い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

基
本
的
に
ど
ん
な
働
き
方

も
可
能
で
、
新
規
開
拓
は
必

要
な
く
保
安
業
務
に
集
中

で
き
ま
す
。
保
安
部
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
や
定
期
的
な
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
協
力
会
の
会

員
同
士
の
協
力
関
係
も
あ
る

た
め
、
安
心
し
て
働
け
る
環

境
だ
と
思
い
ま
す
。

以
前
勤
務
し
て
い
た
設
備

会
社
で
電
験
三
種
を
取
得
し

て
い
て
、
電
気
保
安
の
仕
事

に
携
わ
り
た
い
と
考
え
日
本

テ
ク
ノ
に
入
社
。
保
安
部
社

員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
日
本
テ
ク

ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、

協
力
会
）
に
入
会
。
当
初
は

長
野
県
松
本
市
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
と
縁

あ
っ
て
出
身
地
の
新
潟
に
戻

る
こ
と
に
な
り
、
２
０
２
４

年
８
月
か
ら
新
潟
市
や
新
発

田
市
な
ど
で
45
件
の
事
業
場

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
月
に
行
う
月
次
点
検

は
お
よ
そ
25
件
で
、
な
る
べ

業
部
が
中
心
と
な
り
「
電
力

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

で
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
で
も
通

常
業
務
の
設
置
や
保
守
な
ど

で
訪
れ
る
際
の
「
つ
い
で

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
形
で
省

エ
ネ
手
法
の
助
言
や
商
品
の

活
用
方
法
の
説
明
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
客

様
の
声
を
伺
っ
て
い
こ
う
と

し
た
ん
で
す
よ
ね
。

総務・不動産管理部課長の中村頼樹さん（左）
と同部主任の五十嵐裕也さん。

し
た
」
と
話
す
の
は
総
務
・
不
動

産
管
理
部
課
長
の
中
村
頼
樹
さ
ん
。

今
ま
で
毎
月
１
回
ビ
ル
を
訪
れ

て
検
針
を
し
、
そ
の
数
値
を
計
算

式
に
入
れ
込
ん
で
案
分
。
請
求
書

を
作
成
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
出

力
し
た
請
求
書
を
封
筒
へ
入
れ
て

再
び
ビ
ル
ま
で
行
き
、
手
渡
し
を

し
て
い
た
と
い
う
。

中
村
さ
ん
と
と
も
に
ビ
ル
管
理

を
担
当
す
る
同
部
主
任
の
五
十
嵐

裕
也
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
管
理

す
る
ビ
ル
数
も
多
く
、
通
常
業
務

と
並
行
し
て
そ
の
作
業
を
行
う
と

丸
１
日
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

ざ
ら
で
し
た
。
計
算
式
は
前
任
者

が
つ
く
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
果

た
し
て
ど
れ
ほ
ど
正
確
な
も
の
な

の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ク
レ
ー
ム

古
紙
な
ど
資
源
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
株
式
会
社

こ
ん
の
。
福
島
県
福
島
市
に

本
社
を
置
き
、
全
国
に
８
つ

の
事
業
所
を
展
開
す
る
。

２
０
２
１
年
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
力
を
入
れ
始
め
、
17
の

ゴ
ー
ル
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

行
動
を
振
り
返
る
「
取
り
組

み
レ
ポ
ー
ト
」
を
、
社
員
が

自
主
的
に
作
成
し
、
四
半
期

ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

紺
野
道
昭
さ
ん
が
３
代
目

社
長
に
就
任
し
た
の
は
２
０

０
０
年
。
創
業
以
来
最
大
の

赤
字
が
出
て
い
た
時
期
で
、

会
社
を
立
て
直
そ
う
と
経
営

学
者
や
著
名
な
経
営
者
を
た

ず
ね
歩
き
、
再
建
の
ヒ
ン
ト

を
求
め
た
と
い
う
。

「
当
時
の
私
は
給
与
を
上

げ
て
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ

れ
ば
い
い
会
社
に
な
る
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

訪
問
を
重
ね
、
そ
ん
な
単
純

で
は
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
経
営
の
本

質
と
は
何
か
を
必
死
で
考

え
、
出
た
答
え
が
〝
社
員
が

幸
せ
な
会
社
こ
そ
が
よ
い
会

社
で
あ
る
〞
と
い
う
も
の
で

し
た
。
以
来
、
社
員
が
幸
せ

に
な
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か

を
考
え
、実
践
し
て
い
ま
す
」

社
員
一
人
ひ
と
り
と
向
き

合
い
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き

る
よ
う
長
所
を
見
つ
け
て
は

評
価
す
る
姿
勢
に
変
え
る

と
、
社
内
も
変
化
し
始
め
た

と
紺
野
さ
ん
は
言
う
。
離
職

率
は
目
に
見
え
て
下
が
り
、

売
上
・
利
益
は
伸
長
。
週
休

２
日
で
な
る
べ
く
残
業
な
く

働
け
る
よ
う
社
員
自
ら
が
労

働
環
境
を
変
え
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
障
が
い
者
雇
用
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
（
社
員

１
７
１
人
の
う
ち
15
人
）、

適
材
適
所
の
配
置
で
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に

は
社
員
と
と
も
に
福
島
市
内

を
サ
ン
タ
の
格
好
で
練
り
歩

き
、
後
日
福
島
県
立
医
科
大

学
の
小
児
病
棟
を
訪
問
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
「
サ

ン
タ
ラ
ン
活
動
」
を
行
っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
４
年

に
公
益
社
団
法
人
環
境
生

活
文
化
機
構
の
「
資
源
循
環

活
動
賞
」
を
受
け
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能

な
経
済
成
長
の
ゴ
ー
ル
で
あ

第17回：再生資源卸売業

中小企業の

SDGsSDGs

り
、
私
た
ち
の
目
指
す
と
こ

ろ
と
同
じ
だ
と
感
じ
、
事
業

に
組
み
込
も
う
と
考
え
ま
し

た
。
た
だ
、
私
が
何
か
を
や

れ
、
と
言
っ
て
社
員
に
強
制

す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
各
事

業
部
と
社
員
に
任
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
よ

う
な
四
半
期
ご
と
の
取
り
組

み
報
告
書
が
出
て
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
日
頃

か
ら
社
員
に
言
う
の
は
優
し

さ
、
誠
実
、
思
い
や
り
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
会
社
は
自
然
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
な
る
と
思

い
ま
す
」

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
エ
コ
ロ

ジ
ー
活
動
で
社
会
に
貢
献
す

る
。
そ
の
思
い
で
こ
れ
か
ら

も
同
社
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
取
り
組
む
。

優しさ、誠実、思いやりを大切に
株式会社 こんの

「サンタラン活動」には、家族ぐるみで参
加する社員もいて子どももサンタの姿に。
中央のピエロの仮装が紺野さん。

働き方を選べるのがいい

９：３０ 自宅を出発

１０：００ Ａ社訪問
月次点検実施

１１：００ Ｂ社訪問
月次点検実施

１２：００ 昼食休憩

１３：００ Ｃ社訪問
月次点検実施

１４：３０ Ｄ社訪問
月次点検実施

１５：３０ 自宅着
事務作業

１６：３０ 事務作業終了

〈
２
０
１
９
年
65
歳
で
入
会
〉

大
越
則
雄
さ
ん

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会・日
電
協
新
潟
01
グ
ル
ー
プ

大越さんの
標準的な１日の流れ

経験年数や点検担当件
数による収入の違いなど
が気になる方は説明会に
出て率直に質問するのが
いいと思います。ぜひ一
緒に働きましょう !

これから入会される方へ

設備改善
対応事例

日常業務に支障なく古いトランスを入れ替え

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

埼玉県さいたま市
医療法人聖仁会 西部総合病院

お客様の声がつまったＥＲＩＡ新モデル誕生
約４年を費やした開発の経緯

ＥＲＩＡの新モデル

技術サービス部

部長 佐々木正己
技術サービス部 第五課

課長 伊藤祐作

関連するＳＤＧｓゴール

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全
体で一括受電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力会社へま
とめて支払っている。オーナーはテ
ナントの使用分を立て替えるため、
個々のテナントに対し、それぞれに
応じた電気料金を請求する。そこ
には子メーターの検針、料金算出、
請求管理といった手間のかかる業務
が伴う。
　「エコテナント」はオーナーを煩わ
せていたそれらの業務をすべて代
行するサービスである。既存の子メ
ーターは自動検針のスマートメータ
ーに変更され、月々の使用量は日本
テクノに伝送される。オーナーとテ
ナントの双方にとって、ともに信頼
性を高められるシステムである。

埼玉県草加市◎SAIYU 5th VILLAGE

日本テクノエンジ
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https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/interview/
https://www.nt-e.jp/works/
https://eco-tenant.jp/case/
https://eco-tenant.jp/
https://www.nt-e.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 春季　第 80号　【季刊】

https://econews.jp/newspaper2/newspaper_plus/
https://econews.jp/30th_precp/
https://econews.jp/
https://gift-map.jp/
https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/special-contents/wappy/index.html
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※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　ここでは日本テクノの提供する各種サービスの導入事例を紹介する（記事は取材当時の内
容）。主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」と「SMARTMETER ERIA（ス
マートメーターエリア）」に加え、お客様同士のＭ＆Ａなどを仲介する「GIFT map」の３つ
の商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産業基盤づくり
などSDGsの目標にもつながっている。

「
単
に
電
気
料
金
を
抑
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
環
境
配
慮
の

姿
勢
は
対
外
的
な
印
象
に
も
影

響
し
ま
す
。
最
近
は
そ
れ
ら
を

重
視
す
る
取
引
先
も
多
く
、
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量

の
削
減
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
電
気
の
〝
見
え
る

化
〞
は
企
業
と
し
て
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
必
要
不
可
欠
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
大

阪
府
和
泉
市
に
あ
る
泉
陽
工
業

株
式
会
社
の
取
締
役
・
𠮷
野
友

基
さ
ん
。
医
療
器
具
や
釣
り
具

な
ど
精
密
部
品
の
切
削
加
工
や

組
み
立
て
を
行
う
企
業
だ
。

電
力
供
給
を
受
け
て
い
た
新

電
力
の
事
業
撤
退
が
き
っ
か
け

で
日
本
テ
ク
ノ
に
切
り
換
え
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導

入
し
た
。
当
初
は「
見
え
る
化
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
深
く
考
え
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
先
代
創
業
社

長
の
経
営
理
念
に
あ
る
「
コ
ツ

コ
ツ
積
み
上
げ
る
努
力
」
と
い

っ
た
精
神
と
の
親
和
性
の
高
さ

に
気
づ
く
と
、
努
力
と
工
夫
で

電
気
を
効
率
よ
く
使
う
省
エ
ネ

活
動
に
社
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

主
な
作
業
場
は
社
屋
の
２
階

に
あ
る
。
夏
場
は
特
に
室
温
が

上
昇
し
や
す
い
う
え
、
階
段
が

吹
き
抜
け
で
場
内
に
つ
な
が
っ

て
い
る
た
め
冷
気
は
階
下
へ
流

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
社
員
自
ら

階
段
の
天
井
を
設
計
・
設
置
し

冷
気
の
流
出
を
防
い
だ
。
空
調

の
効
き
が
格
段
に
良
く
な
っ
た

と
い
う
声
が
あ
が
る
。

「
風
通
し
の
よ
い
建
物
な
の

で
朝
一
番
に
出
社
す
る
私
が
窓

を
全
開
に
し
て
換
気
し
ま
す
。

こ
れ
で
室
温
は
１
℃
下
が
る
の

で
そ
れ
か
ら
空
調
を
入
れ
ま

す
」
と
言
う
𠮷
野
さ
ん
。
社
員

に
芽
ば
え
た
省
エ
ネ
意
識
が
、

扇
風
機
を
修
理
し
て
使
っ
た
り

室
外
機
に
遮
光
板
を
取
り
付
け

空
調
負
荷
を
抑
え
る
な
ど
自
主

的
な
行
動
を
促
し
て
い
る
。

以
前
か
ら
電
気
の
消
し
忘
れ

は
な
か
っ
た
が
空
調
稼
働
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
警
報
時
対
応
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
る
う
ち

意
識
は
さ
ら
に
変
わ
る
。
環
境

改
善
担
当
の
野
村
佳
祐
さ
ん
は

日
ご
と
の
使
用
状
況
が
確
認
で

き
る
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
確

認
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
社

員
に
周
知
し
て
い
る
。

今
後
は
ピ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
季
節
ご
と
に
設
定
値
を
見

直
し
通
年
の
使
用
電
力
量
低
減

を
目
指
す
ほ
か
井
戸
水
活
用
な

ど
新
た
な
活
動
へ
も
挑
む
。

（
２
０
２
４
年
７
月
取
材
）

天井設置、換気、使用量報告…努力と工夫の省エネ
泉陽工業 株式会社　https://senyo-kougyou.com/

住
所
◉
大
阪
府
和
泉
市
浦
田
町

２
１
５
／
電
話
◉
０
７
２
５
（
５

５
）
２
０
９
１
／
設
立
◉
１
９
５

４
年
／
事
業
内
容
◉
精
密
部
品

切
削
加
工
お
よ
び
組
み
立
て

事業所DATA

対
外
イ
メ
ー
ジ
の
創
出

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2021年▶2023年

福
岡
県
う
き
は
市
の
人
々
の

生
活
を
支
え
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
サ
ン
ピ
ッ
ト
バ
リ

ュ
ー
浮
羽
店
」。
２
０
１
１
年

に
電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
導

入
し
、
初
年
度
で
契
約
電
力
７

％
、
使
用
電
力
量
９
％
の
低
減

に
成
功
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
10

年
、
設
備
改
善
に
加
え
地
道
な

努
力
と
工
夫
で
導
入
前
と
比
べ

て
ほ
ぼ
半
減
の
省
エ
ネ
成
果
を

達
成
し
て
い
る
。

代
表
取
締
役
の
久
次
辰
巳
さ

ん
は
「
無
理
な
節
電
を
す
る
つ

も
り
は
な
く
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
は
設
備
を
増
や
す
な
ど
投
資

は
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方

で
他
店
や
展
示
会
な
ど
で
の
情

報
収
集
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
効

果
が
期
待
で
き
そ
う
な
ら
〝
や

れ
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
る
〞

〝
ま
ず
は
試
し
に
や
っ
て
み
る
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
地
道
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

２
０
１
５
年
に
は
老
朽
化
し

た
設
備
の
改
善
に
着
手
し
た
。

空
調
を
一
括
管
理
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
型
か
ら
個
別
制
御
可
能
な
タ

イ
プ
に
変
更
。
30
分
ご
と
の
段

階
的
な
立
ち
上
げ
と
こ
ま
め
な

オ
ン
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ピ
ー
ク
対
策
に
役
立
っ

た
。
冷
凍
食
品
需
要
増
へ
の
対

応
の
た
め
冷
凍
ケ
ー
ス
も
増
設

し
た
。
設
備
は
ふ
た
付
き
に
し

て
冷
却
効
率
を
向
上
さ
せ
た
。

ケ
ー
ス
は
２
０
２
３
年
ま
で

に
15
台
ほ
ど
増
設
し
た
が
、
電

力
消
費
量
の
大
き
な
上
昇
は
招

い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
既
存
設

備
に
加
え
た
工
夫
が
奏
功
し
て

い
る
か
ら
だ
。
酒
類
の
冷
蔵

ケ
ー
ス
上
部
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス

ト
リ
ッ
プ
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し

冷
気
が
真
下
に
降
り
て
外
へ
漏

れ
る
の
を
防
い
だ
。
電
源
ス
イ

ッ
チ
が
な
く
24
時
間
稼
働
し
て

い
た
飲
料
用
冷
蔵
ケ
ー
ス
４
台

は
改
装
工
事
の
と
き
専
用
ブ

レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
夜
間
に

停
止
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
関
係
者
の
理
解
も
省

エ
ネ
を
後
押
し
す
る
。
常
に
開

放
し
て
い
た
搬
入
口
は
使
用
時

の
み
の
開
閉
に
運
用
変
更
し
た

が
、
取
引
業
者
は
自
発
的
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
退
出
し

て
く
れ
る
。
従
業
員
は
売
り
切

り
に
よ
る
商
品
ロ
ス
の
削
減
を

進
め
る
な
ど
省
エ
ネ
以
外
の
面

に
も
意
識
が
及
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
数
々
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
電
気
代
高
騰
が
続

く
中
で
も
２
０
２
３
年
６
月
の

電
気
料
金
は
、
前
年
同
月
比
で

約
50
万
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

達
成
で
き
た
。

（
２
０
２
３
年
８
月
取
材
）

やれることからまず着手で、ほぼ半減の省エネ成果
株式会社 サンピット　サンピットバリュー 浮羽店
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岡
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◉

０
９
４
３
（
７
７
）
６
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３
５
／

事
業
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◉
商
業
施
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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▶2022年5月～翌年4月

電気の
見える化

埼
玉
県
春
日
部
市
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ウ
エ
ル

ガ
ー
デ
ン
春
日
部
が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に
よ
る
電
気

の
「
見
え
る
化
」
を
導
入
し
た

の
は
２
０
２
０
年
12
月
。
総
務

部
課
長
の
工
藤
裕
樹
さ
ん
は
採

用
の
理
由
を
「
電
気
の
保
安
点

検
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
省
エ

ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も

含
め
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

魅
力
を
感
じ
た
」
と
話
す
。

ま
ず
は
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
の
数
値
を
も
と
に
デ
マ
ン

ド
値
の
抑
制
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
使
っ
て

い
た
施
設
内
の
電
気
を
あ
ら
た

め
て
見
直
し
て
い
き
、
空
調
や

照
明
の
「
要
」「
不
要
」
を
見

極
め
、
本
当
に
必
要
な
場
所
や

時
間
帯
を
特
定
し
て
い
っ
た
。

大
き
な
改
善
が
図
れ
た
の
は

入
居
者
の
生
活
拠
点
と
な
る
ユ

ニ
ッ
ト
部
分
。
ユ
ニ
ッ
ト
に
は

個
室
と
共
同
生
活
室
、
そ
れ
を

つ
な
ぐ
廊
下
が
あ
る
。
工
藤
さ

ん
は
こ
の
廊
下
部
分
に
着
目
し

入
居
者
が
長
い
時
間
を
過
ご
す

共
同
生
活
室
や
個
室
の
空
調
は

ほ
ぼ
変
え
ず
に
、
廊
下
の
空
調

を
止
め
る
こ
と
に
し
た
。

「
廊
下
に
は
２
台
の
空
調
が

あ
り
ま
す
が
、
止
め
て
も
共
同

生
活
室
の
空
調
を
少
し
調
整
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
温
度
を
保

て
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
10
の
ユ
ニ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
廊

下
で
２
台
の
空
調
を
使
っ
て
い

た
の
で
、
思
い
の
ほ
か
大
き
な

効
果
が
出
ま
し
た
」

最
も
電
気
を
使
う
の
は
冬
場

の
朝
。
５
時
に
厨
房
、
７
時
に

早
番
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ

ぞ
れ
出
社
す
る
。
７
時
30
分
か

ら
入
居
者
の
朝
食
が
始
ま
り
、

８
時
30
分
に
は
日
勤
の
ス
タ
ッ

フ
も
出
社
。
こ
の
時
間
帯
は
、

時
計
の
色
の
変
化
を
確
認
し
な

が
ら
デ
マ
ン
ド
を
押
し
上
げ
な

い
よ
う
に
共
同
生
活
室
の
空
調

を
、
利
用
す
る
時
間
よ
り
も
少

し
早
め
に
暖
め
て
い
く
。

ス
タ
ッ
フ
用
更
衣
室
は
必
要

な
時
間
帯
だ
け
タ
イ
マ
ー
に
よ

り
空
調
を
稼
働
。
照
明
は
、
玄

関
周
り
や
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
つ
な

ぐ
共
同
廊
下
な
ど
支
障
の
な
い

場
所
で
間
引
き
点
灯
を
行
う
。

い
ず
れ
も
要
・
不
要
の
見
極
め

か
ら
判
断
し
た
取
り
組
み
だ
。

「
第
一
は
入
居
者
の
快
適
な

生
活
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な

が
ら
今
後
も
適
切
な
省
エ
ネ
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

（
２
０
２
３
年
12
月
取
材
）

空調と照明の「要」「不要」を見極め
社会福祉法人 ウエルガーデン　特別養護老人ホーム ウエルガーデン春日部 https://welgarden.or.jp/

住
所
◉
埼
玉
県
春
日
部
市
内
牧

３
７
０
１
│
８
／
電
話
◉
０
４
８

（
７
５
５
）
４
１
６
５
／
運
営

開
始
◉
２
０
１
８
年
／
事
業
内

容
◉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

事業所DATA
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可
能
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で
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エ
ネ
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電気の
見える化 岡

山
県
美
作
市
の
湯
郷
温
泉

は
開
湯
以
来
１
２
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
湯
治
場
。
疲
労
回
復

に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
合
宿
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
湯
郷
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
は
１
９

７
８
年
開
業
の
湯
郷
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
と
ポ
ピ
ー
ス
プ
リ
ン
グ

ス
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
の
２
事
業

所
を
こ
の
地
で
展
開
す
る
。

代
表
取
締
役
の
峯
平
晃
行
さ

ん
は
「
無
理
の
な
い
範
囲
で
電

気
の
使
い
方
を
効
率
化
し
た
い

と
考
え
、
２
０
２
０
年
１
月
に

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
、
電
力
を
市
場
連
動
型
料

金
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
し
た
。
価

格
変
動
の
リ
ス
ク
は
理
解
し
て

い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
電
気

料
金
は
低
減
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
。
電
気
の
「
見
え
る
化
」

に
よ
る
30
分
ご
と
の
市
場
価
格

表
示
な
ど
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
機
能
も
活
用
し
、
効

率
的
な
電
気
の
使
い
方
を
追
求

し
て
い
る
。

電
気
の
使
用
量
が
ピ
ー
ク
に

近
く
な
り
時
計
の
色
が
変
わ
る

と
、
空
調
の
温
度
と
風
量
を
調

整
す
る
。
場
所
ご
と
に
ど
う
い

う
設
定
に
す
る
の
か
あ
ら
か
じ

め
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
き
、
当

日
の
宿
泊
や
宴
会
な
ど
の
状
況

を
見
な
が
ら
変
え
る
。
ポ
ピ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ス
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

パ
で
は
ピ
ー
ク
を
分
散
さ
せ
る

た
め
空
調
を
立
ち
上
げ
る
と

き
、
全
室
を
一
気
に
稼
働
さ
せ

ず
15
室
ず
つ
時
間
を
置
い
て
起

動
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ピ
ー
ク
対
応
以
外
に
も
、
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
前
と
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
後
の
消
灯
・
空
調
オ
フ
を

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
遠
隔
で
行

う
な
ど
無
駄
を
省
く
活
動
を
常

に
意
識
。
最
近
で
は
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
た
め
休
館
日
を

設
け
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
分

の
使
用
電
力
量
も
低
減
し
た
。

ま
た
、
峯
平
さ
ん
は
日
本
テ

ク
ノ
の
「
環
境
市
場
」
サ
イ
ト

で
市
場
価
格
の
動
向
を
確
認
す

る
の
が
日
課
。
価
格
が
高
い
時

間
の
空
調
稼
働
を
抑
制
す
る

「
下
げ
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン

ス
」
も
行
っ
て
い
る
。

「
電
気
を
〝
見
え
る
化
〞
し
、

あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
決
め
て

取
り
組
む
こ
と
で
効
率
的
に
電

気
を
使
う
習
慣
が
根
づ
き
、
経

費
の
低
減
が
実
現
し
ま
し
た
。

意
識
改
善
に
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
皆
が
省
エ
ネ
を

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
対
策

の
提
案
な
ど
が
出
て
く
る
と
理

想
的
で
す
ね
」

（
２
０
２
４
年
７
月
取
材
）

ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫの価格表示機能を有効活用
湯郷グランドホテルグループ　https://www.yunogo.co.jp/
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／
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９
７
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／
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お客様の声
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電気の
見える化

M&A
ビジネスマッチング

１
９
９
０
年
設
立
の
株
式
会
社

浜
松
機
工
は
機
械
部
品
の
製
造
・
加

工
を
行
う
静
岡
県
浜
松
市
の
企
業
。

短
納
期
の
受
注
に
も
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
、
多
く
の

大
手
顧
客
を
抱
え
る
。

代
表
取
締
役
の
山
内
通
義
さ
ん
は

68
歳
の
今
も
ほ
と
ん
ど
の
業
務
を
自

ら
切
り
盛
り
し
て
い
る
が
、
後
継
者

が
い
な
い
た
め
数
年
前
か
ら
Ｍ
＆
Ａ

仲
介
会
社
な
ど
に
事
業
承
継
の
相
談

を
し
て
い
た
。
し
か
し
仲
介
会
社
の

対
応
に
不
満
が
あ
り
、
契
約
を
進
め

る
べ
き
か
迷
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
、
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
訪
問
。
電
気
の
管
理
で
信

頼
し
て
い
た
実
績
も
あ
り
、
後
継
者

探
し
を
託
す
こ
と
に
し
た
。

株
式
会
社
オ
オ
ナ
ガ
は
兵
庫
県

加
古
郡
で
航
空
機
な
ど
の
部
品
製
造

を
行
っ
て
い
る
。
創
業
は
１
９
７
８

年
（
法
人
登
記
２
０
０
１
年
）
で
、

代
表
取
締
役
の
大
長
勝
さ
ん
は
２
代

目
。
安
定
的
な
生
産
基
盤
と
品
質
保

証
体
制
を
確
立
し
て
お
り
、
上
場
企

業
と
の
直
接
取
引
も
あ
る
。
海
外
に

も
生
産
拠
点
を
持
ち
事
業
は
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
中
だ
。

好
調
の
一
方
、
現
状
維
持
で
は
生

き
残
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
も
あ
っ

た
。
業
務
の
幅
を
広
げ
る
選
択
肢
と

し
て
Ｍ
＆
Ａ
を
考
え
、
何
度
か
ト
ッ

プ
面
談
や
買
収
監
査
ま
で
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
条
件
や
資
金
面
で

断
念
し
て
い
る
。そ
こ
で
次
こ
そ
は
、

と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

「
多
く
の
譲
渡
案
件
の
資
料
を
見

る
う
ち
、
ど
ん
な
会
社
な
ら
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
か
判
断
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
大
長

さ
ん
）。
浜
松
機
工
の
資
料
を
目
に

し
た
際
、
そ
の
場
で
面
談
を
希
望
す

る
ほ
ど
可
能
性
を
感
じ
た
と
い
う
。

両
社
は
２
０
２
３
年
７
月
か
ら
十

分
な
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
合
意

形
成
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
そ
の

う
え
で
、
オ
オ
ナ
ガ
が
契
約
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
提
案
を
受

け
て
、
現
時
点
で
の
全
株
式
譲
渡
は

せ
ず
、
浜
松
機
工
の
株
式
数
２
０
０

に
対
し
２
１
０
株
を
新
規
に
発
行

し
、
そ
れ
を
オ
オ
ナ
ガ
が
保
有
す
る

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
資
本
業
務
提
携
契
約
が
成
立
し
、
２
０
２
３
年
10
月
、

調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
多
く
の
大
手
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ
る
技
術
力
を

持
ち
な
が
ら
後
継
者
不
在
に
悩
ん
で
い
た
経
営
者
と
業
務
拡
大
の
た
め

の
最
適
な
提
携
先
を
求
め
て
い
た
企
業
が
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
。

浜松機工の山内通義さん（左）とオ
オナガの大長勝さん。

2023 年 5月
株式会社 浜松機工が
仲介サービス登録

 6月
株式会社 オオナガが
仲介サービス登録

 7～ 9月
トップ面談

 10月
資本業務提携契約
調印式

契約締結までの経緯

M&A
ビジネスマッチング

航空機部品製造の２代目社長が機械部品製造に挑戦
共同経営からのスタートで５年以内の引き継ぎを目指す

株式会社 浜松機工
代表者◉山内通義（68 歲）／事業内容◉機械部
品の製造・加工／所在地◉静岡県浜松市／設立◉
1990 年／従業員数◉12 名

株式会社 オオナガ
代表者◉大長勝（52歳）／事業内容◉航空機等輸
送機器の部品製造／所在地◉兵庫県加古郡／設立
◉2001年／従業員数◉ 40名

譲渡側 譲受側
動画で見る
マッチング事例

こ
と
で
51
％
の
経
営
権
を
取
得
す
る

資
本
業
務
提
携（
第
三
者
割
当
増
資
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

30
年
超
の
自
社
の
歴
史
に
ど
う
幕

を
下
ろ
す
か
、
な
か
な
か
結
論
を
出

せ
ず
に
い
た
と
い
う
山
内
さ
ん
。
同

業
者
の
Ｍ
＆
Ａ
も
間
近
で
見
て
、
関

係
者
す
べ
て
が
幸
せ
に
な
る
道
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
た

が
、
そ
ん
な
不
安
も
払
拭
さ
せ
る
大

長
さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

当
面
は
共
同
経
営
で
運
営
し
５
年

以
内
を
目
途
に
全
株
式
を
オ
オ
ナ
ガ

に
譲
渡
す
る
計
画
だ
。「
創
業
社
長

を
越
え
る
の
は
難
し
い
と
自
身
の
経

験
で
身
に
染
み
て
い
ま
す
。
山
内
社

長
と
浜
松
機
工
の
魅
力
を
内
部
か
ら

じ
っ
く
り
分
析
し
、取
引
先
や
社
員
、

地
域
と
の
関
係
を
う
ま
く
引
き
継
い

で
い
き
ま
す
」（
大
長
さ
ん
）。

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
機
械
部
品
と
航
空
機
部
品
の
製

造
と
い
う
似
て
非
な
る
分
野
で
あ
る

こ
と
②
双
方
の
事
業
領
域
の
拡
大
が

図
れ
る
③
浜
松
機
工
が
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
か
ら
近
く
、
日
帰
り
可
能
な
距
離

④
オ
オ
ナ
ガ
の
経
営
戦
略
に
よ
り
浜

松
機
工
の
課
題
解
決
を
図
れ
る
│
│

な
ど
だ
っ
た
。

（
２
０
２
３
年
10
月
取
材
）

中
部
／
近
畿
エ
リ
ア

第
三
者
割
当
増
資
の
業
務
提
携

株式譲渡

分 割

事業譲渡

第三者割当増資

業務提携

※企業情報はいずれも２０２３年１０月時点。

2020年5月～翌年4月
▶2023年5月～翌年4月

代表取締役の峯平晃行さん。

共同生活室。各ユニットに約10人の入
居者が暮らしている。

取締役の𠮷野友基さん （右）と
業務改善課の野村佳祐さん。

▲37.3％

▲33.9％

2019年▶2022年

2019年12月～翌年11月
▶2022年12月～翌年11月

2020年▶2023年

2020年1～12月
▶2023年1～12月

▲14.0％

▲12.3％

▲49.9％

▲46.7％

代表取締役の久次辰巳さん。

▲4.0％

▲6.3％

https://www.n-techno.co.jp/case/
https://gift-map.jp/
https://service.n-techno.co.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case21


環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（79号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

二酸化炭素（CO2)
メタン（CH4)
アンモニア（NH3）
一酸化二窒素（N2O)

地球温暖化の原因になる温室効果ガ
スは主に７種類あるといわれる。次の
うち、その７種に含まれない

3 3 3 3 3

ものはど
れ？

Question

4

【４面】テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A

a
b
c
d

環境影響評価法
循環型社会形成推進基本法
地球温暖化対策推進法
環境基本法

2000年に成立、公布。廃棄物を減らし
資源の循環利用などを進めて、天然資
源の消費が抑制される循環型社会をつ
くるため、基本原則を定めた法律は？

Question

1

【１面】「循環経済」国家戦略に位置づけ

a
b
c
d

一般用と事業用
家庭用と産業用
国内用と国外用
地上用と地中用

電気事業法では発電から屋内配線ま
で電気に関わる設備を広く「電気工作
物」と定義し、それを大きく２つに分類
している。その正しい分け方は？

Question

2

【２面】概観 電気事業法

a
b
c
d

イ）政府 ロ）陸域と海域
イ）政府 ロ）生物多様性
イ）民間 ロ）陸域と海域
イ）民間 ロ）生物多様性

環境省が進める「自然共生サイト」は、
（イ）が主体の活動で（ロ）の保全が図
られる区域。（イ）（ロ）の正しい組み合
わせは次のうちどれ？

Question

3

【２面】eco topics（３番目の記事）

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：b ／ Ｑ２：a ／ Ｑ３：d ／ Ｑ４：c

近
で
は
摘
果
バ
サ
ミ
を
多
肉
植
物
の

摘
み
取
り
に
使
っ
た
り
、
根
切
り
用

の
ハ
サ
ミ
を
株
分
け
に
用
い
た
り
と

い
っ
た
使
い
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ

を
通
じ
て
園
芸
愛
好
家
の
間
で
も
広

ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
近
年
は
製
鋏
に
限
ら
ず

職
人
の
数
が
減
る
一
方
だ
と
も
小
林

さ
ん
は
話
す
。
技
術
と
伝
統
を
次
の

世
代
に
ど
う
託
し
て
い
く
か
が
業
界

の
喫
緊
の
課
題
だ
。

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
で
は

「
新
月
山
剪
定
鋏ば

さ
み」「
新
月
山
シ
ノ

ギ
芽
切
鋏
」「
新
月
山
葉
刈
鋏
」
な

ど
鋼
製
品
を
取
り
扱
い
中
。
金
物
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
手
に
な
じ

み
、
握
る
だ
け
で
気
持
ち
が
よ
く
、

抜
群
の
切
れ
味
で
枝
や
葉
を
楽
に
切

り
落
と
せ
る
。
購
入
後
も
刃
の
研
ぎ

直
し
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
く

れ
る
の
で
一
生
携
え
て
お
け
る
ア
イ

テ
ム
に
な
る
だ
ろ
う
。

感
じ
実
家
の
あ
る
三
条
市
へ
疎
開
。

そ
の
ま
ま
本
拠
を
移
し
、
現
在
で
は

当
時
か
ら
培
っ
て
き
た
技
術
を
も
と

に
農
作
業
向
け
果
樹
用
ハ
サ
ミ
を
メ

イ
ン
に
製
造
し
て
い
る
。

農
作
業
向
け
に
分
野
を
限
定
し
て

も
、
種
類
は
多
数
。
根
を
切
る
、
枝

を
剪せ

ん

定て
い

す
る
と
い
う
用
途
の
ほ
か
に

金
物
を
は
じ
め
も
の
づ
く
り
で
栄

え
て
き
た
新
潟
県
三
条
市
で
ハ
サ

ミ
を
生
産
す
る
小
林
製せ

い

鋏き
ょ
う

株
式
会

社
。
初
代
社
長
は
東
京
で
鍛
冶
の
修

業
を
積
み
１
９
３
９
年
に
独
立
、
医

療
器
具
の
ほ
か
ガ
ー
ゼ
や
包
帯
を
切

る
た
め
の
ハ
サ
ミ
な
ど
を
製
造
し
て

い
た
が
、
激
化
す
る
戦
争
に
危
険
を

れ
に
く
い
製
品
づ
く
り
を
心
が
け

る
。「
安
価
な
量
産
品
も
多
く
流
通

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
作
業
に
特
化

し
、
丈
夫
で
手
に
な
じ
む
手
づ
く
り

の
ハ
サ
ミ
は
作
業
の
効
率
が
上
が
る

と
農
家
の
方
か
ら
も
好
評
で
す
。
修

理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
す
る
の
で
、

何
年
も
前
に
購
入
さ
れ
た
ハ
サ
ミ
が

送
ら
れ
て
く
る
と
長
く
大
切
に
使
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

職
人
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

何
よ
り
使
い
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
」
と
３
代

目
代
表
取
締
役

社
長
の
小
林
伸

行
さ
ん
は
話
す
。

長
く
つ
く
り

続
け
て
き
た
ハ
サ
ミ
だ
が
、
製
品
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
欠
か
さ
な
い
。
黒

っ
ぽ
い
金
物
の
ハ
サ
ミ
は
農
作
業
中

に
畑
に
置
き
忘
れ
て
き
て
し
ま
う
と

い
う
農
家
の
声
を
受
け
、
持
ち
手
部

分
に
目
立
つ
オ
レ
ン
ジ
色
の
樹
脂
を

塗
布
し
た
製
品
や
、
夜
間
の
ハ
ウ
ス

作
業
で
見
失
わ
な
い
よ
う
蓄
光
素
材

を
使
用
し
た
も
の
な
ど
も
開
発
し

た
。
切
れ
味
と
使
い
勝
手
は
そ
の
ま

ま
に
、
よ
り
使
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
製
品
に
な
る
よ
う
日
々
工
夫
を

重
ね
て
い
る
。

使
い
心
地
が
い
い
ハ
サ
ミ
の
需
要

は
農
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
最

柿
や
ブ
ド
ウ
、
梨

な
ど
果
実
の
形
状

や
特
性
、
収
穫
方

法
に
合
わ
せ
て
刃

の
長
さ
や
反
り
具

合
を
変
え
る
「
摘

果
バ
サ
ミ
」
は
十

数
種
類
あ
っ
て
、

す
べ
て
職
人
が
丹

精
を
込
め
て
手
づ

く
り
す
る
。

小
林
製
鋏
で
は

切
れ
味
や
耐
久
性

は
も
ち
ろ
ん
農
作

業
を
す
る
人
が
疲

暮らしに役立つエコな知恵やアイデアも募集しています。アイデアが掲
載された方にはオリジナル「ワークグローブ」を、さらにご応募いただい
た方の中から抽選でオリジナル賞品をプレゼント！ 投稿内容は選考の
うえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法
〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知
恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて応募フォー
ムに必要事項を入力のうえ、ご応募ください。

暮らしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、
エコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サ
イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学
や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録
ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

味わい尽くす旬の新茶

５
月
に
な
れ
ば
新
茶
の
季

節
。
一
番
茶
と
も
呼
ば
れ
る
そ

の
特
徴
は
爽
や
か
な
香
り
と
強

い
旨う

ま

み
で
す
。
冬
に
蓄
え
た
旨

み
成
分
の
テ
ア
ニ
ン
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
で
い
る
の
で
す
。

一
番
茶
の
頃
を
過
ぎ
、
次
の

収
穫
時
期
に
採
れ
る
も
の
を
順

に
二
番
茶
、
三
番
茶
と
い
い
ま

す
が
、
春
に
摘
む
一
番
茶
よ
り

も
二
番
茶
の
ほ
う
が
夏
の
太
陽

を
長
く
浴
び
て
育
つ
の
で
カ
テ

キ
ン
が
多
く
な
り
ま
す
。
カ
テ

キ
ン
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一

種
で
、
渋
み
と
す
っ
き
り
と
し

た
味
わ
い
を
生
み
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
新
茶
の
お
い
し

さ
を
引
き
出
す
コ
ツ
は
ぬ
る
め

の
お
湯
で
じ
っ
く
り
入
れ
る
こ

と
。
お
茶
は
入
れ
方
や
お
湯

の
温
度
で
味
わ
い
が
変
わ
り
ま

す
。
70
℃
く
ら
い
の
お
湯
で
２

分
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

れ
ば
旨
み
と
甘
み
が
し
っ
か
り

抽
出
さ
れ
ま
す
。
高
温
の
お
湯

な
ら
渋
み
や
茶
葉
の
香
ば
し
さ

を
感
じ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
。

ま
た
こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節

は
水
出
し
も
お
す
す
め
。
冷
水

に
茶
葉
を
直
接
入
れ
て
冷
蔵
庫

で
２
〜
３
時
間
ほ
ど
置
け
ば
、

旨
み
も
し
っ
か
り
と
出
て
、
渋

み
の
少
な
い
冷
た
い
お
茶
が
簡

単
に
で
き
ま
す
。

そ
う
し
て
飲
み
終
わ
っ
た
あ

と
の
茶
殻
も
有
効
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
料
理
で
の
ア
レ
ン
ジ

は
、
茶
葉
と
一
緒
に
醤

し
ょ
う

油ゆ

や
み

り
ん
な
ど
の
調
味
料
で
煮
出
し

た
つ
く
だ
煮
。
茶
葉
と
お
米
を

炊
飯
器
で
炊
い
た
炊
き
込
み
ご

飯
も
い
い
で
す
ね
。
ど
ち
ら
も

お
茶
の
栄
養
を
残
さ
ず
味
わ
え

ま
す
。
ま
た
産
地
な
ら
で
は
の

食
べ
方
で
収
穫
し
た
て
の
新
茶

の
天
ぷ
ら
が
人
気
と
聞
き
ま
し

た
。
薄
く
衣
を
つ
け
て
短
時
間

で
軽
く
揚
げ
、
塩
を
つ
け
て
い

た
だ
く
。
山
菜
の
よ
う
な
ほ
の

か
な
苦
み
と
サ
ク
サ
ク
と
し
た

食
感
が
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
茶
殻
は
室
内
の
掃

除
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。
湿
っ

た
茶
葉
を
床
に
ま
い
て
ほ
う
き

で
掃
く
と
ゴ
ミ
を
か
ら
め
と
っ

て
く
れ
る
の
で
ほ
こ
り
を
立
て

ず
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
茶
殻

を
乾
燥
さ
せ
冷
蔵
庫
や
魚
焼
き

グ
リ
ル
な
ど
に
置
く
と
殺
菌
や

脱
臭
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
茶
殻
を
テ

ィ
ー
パ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て

お
風
呂
に
入
れ
「
新
茶
風
呂
」

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
肌
を
し

っ
と
り
と
保
湿
し
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、
新
茶
の
香
り
で
と

っ
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
入
浴

タ
イ
ム
に
な
り
ま
す
よ
。

https://econews.jp/idea2/
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Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本
テ

ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換
で

き
る
。
こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載
中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ
だ
わ

り
の
「
逸
品
」
を
提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

【
こ
ん
な
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
】

抜
群
の
切
り
心
地
は
一
生
も
の

農作業用ハサミ
小林製鋏 株式会社

睡眠を促すメラトニンづくりに大切

今
日
の
朝
ご
は
ん
は
き
ち
ん
と
食

べ
た
で
し
ょ
う
か
。
日
中
に
活
動
を

す
る
た
め
に
栄
養
を
取
る
と
い
う
目

的
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
朝
ご
は
ん

の
有
無
が
、
そ
の
日
の
夜
の
睡
眠
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
睡
眠
と
朝
ご
は
ん

の
関
係
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
昼
間
の
活
動
に
お
け
る
朝

ご
は
ん
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
。

私
た
ち
が
活
気
を
持
っ
て
生
活
す
る

た
め
に
必
要
な
脳
内
物
質
の
中
に
、

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る

「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
の
元
に
な
る
ト
リ
プ
ト
フ

ァ
ン
は
食
事
で
し
か
取
れ
ま
せ
ん
。

日
中
、
元
気
に
働
く
た
め
に
は
朝
ご

は
ん
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
セ
ロ

ト
ニ
ン
を
増
や
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

さ
て
こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
元
気
に

し
て
く
れ
る
と
い
う
役
目
を
終
え
る

と
、
次
の
仕
事
に
向
か
い
ま
す
。

「
朝
ご
は
ん
で
つ
く
ら
れ
た
セ
ロ

ト
ニ
ン
」
は
、
夜
に
な
る
と
、
睡
眠

を
促
す
作
用
の
あ
る
「
メ
ラ
ト
ニ

ン
」
に
変
わ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。
夜
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
増
え
る

原
材
料
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
早
い
時
間
か
ら
セ
ロ

ト
ニ
ン
を
つ
く
る
こ
と
で
身
体
が
睡

眠
の
リ
ズ
ム
を
刻
み
や
す
く
な
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
を
つ
く
る
に
は
体
内

時
計
を
毎
朝
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
体
内
時
計
は
、
目
に
太

陽
の
光
が
入
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
ま
す
の
で
、
メ
ガ
ネ
や
ガ
ラ
ス
な

ど
紫
外
線
を
カ
ッ
ト
す
る
も
の
を
通

さ
ず
、
起
き
抜
け
に
日
光
を
浴
び
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
目
を

傷
め
て
し
ま
う
の
で
、
太
陽
を
直
視

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

朝
の
食
事
抜
き
で
も
変
わ
ら
ず
元

気
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
朝
ご
は

ん
は
身
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、

夜
の
眠
り
に
も
大
切
な
も
の
。毎
日
、

朝
食
を
欠
か
さ
ず
昼
も
夜
も
健
康
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第24回》

こ
と
で
、
私
た
ち
の
身
体
は
眠
る
準

備
を
始
め
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
に
変

わ
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
夜

の
睡
眠
に
大
切
な
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、

「
朝
ご
は
ん
で
つ
く
ら
れ
た
セ
ロ
ト

ニ
ン
」
が
、
日
中
の
時
間
を
費
や
す

こ
と
で
変
化
し
増
加
し
ま
す
。
朝
の

食
事
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
つ
く
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
、
眠
り
に
導
く
物
質
の

食べ物でこころも元気に〈２〉

朝
ご
は
ん
、夜
の
た
め
に
も

正解者の中から抽選で 30名の方に「フリクション蛍光ペン２色セット（ピンク・イエロー）」をプレ
ゼントいたします。ご希望の方はハガキに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほし
いテーマ」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。
なお、当社と契約されているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、ウェブサイト「Eco 
News Web Magazine」（https://econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コーナー応
募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送を
もって代えさせていただきます。締め切りは 2025 年 6月 20日（金）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

フリクション蛍光ペン２色セット プレゼント

小林製鋏ページ（社名検索）

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組
み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉南極にある○○○○が溶けると、海面が上昇しちゃう。

① 家族で海辺に行って、アサリとハマ
グリをたくさんとってきたよ。

② パリ協定の前には○○○○議定書
が国際的なルールでした。

③ 川の上流から下流に向かって左側
が左岸で、右側が○○○だよ。

⑤ 池ポチャとラフへの打ち込みが大
量で○○○ボールは合計３０個！

⑥ ガリレオ・ガリレイが発見した木星
の第２衛星「○○○パ」。

タ
テ
の
カ
ギ

① 落第しちゃうかと思ったけど、なん
とか２年に○○○○○できた。

④ お姉ちゃんの結婚式は６月。大きな
ケーキを切るんだって。

⑦ 街灯は今ほとんど電気だけど、昔は
ガスで火をともしていたよ。

⑧ 酸性だと赤くなって、アルカリ性だ
と青くなる「○○マス試験紙」。

⑨ 今までは小学○○年生だったけど、
この春から中学生！

ヨ
コ
の
カ
ギ

① ② ③

④

⑨

⑦

⑥⑤

⑧

お
酢
を
洗
濯
の
柔
軟
剤
の
代
わ
り
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
洗
濯
物
が
ご
わ
ご
わ
に
な

る
の
は
、
洗
剤
に
含
ま
れ
る
ア
ル
カ
リ
成

分
が
原
因
。
お
酢
の
酸
が
こ
れ
を
中
和
し

て
ふ
っ
く
ら
柔
ら
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

＠
ミ
チ
７
さ
ん

30名様

抽選で

ピンクとイエロ
ーのフリクション
蛍光ペン２色セッ
ト。間違えても
後部専用ラバー
でこすれば消せ
る便利な文具。

一丁一丁職人が手作業で仕上げる。

ギフトストリートの逸品
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